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0竜門
惣
郷
の
祭
祀
組
織

②
竜門
惣
郷
と
家

③
竜門
惣
郷
と
新
座
衆

④竜
門
惣
郷
と
村

おわ
り
に

［論文
要
旨
］

　本
論
文
は
、
中
近
世
移
行
期
（
一
六
世
紀
～
一
七
世
紀
中
期
）
の
村
落
に
お
け
る
宮
座
と
家
と
の
　
　
　
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
宮
座
に
お
け
る
家
の
論
理
の
導
入
は
、
結
果
的
に
は
宮
座
を
変
質
さ
せ
る

関
連
を
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
回
路
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
研究
対
象
は
、
竜
門
宮
（
天
満
宮
・
大
汝
宮
）
を
結
節
点
と
す
る
、
大
和
国
竜
門
惣
郷
（
現
奈
良
　
　
　
　
新
座
衆
の
台
頭
は
、
竜
門
宮
頭
役
の
惣
地
下
営
み
と
い
う
形
で
個
別
村
落
宮
座
を
顕
在
化
さ
せ

県
吉
野
郡
吉
野
町
竜
門
地
域
）
で
あ
る
、
竜
門
惣
郷
は
、
小
河
川
灌
慨
を
基
盤
と
し
て
、
竜
門
七
郷
　
　
　
た
。
地
域
別
勤
仕
順
の
形
成
と
惣
地
下
営
み
に
よ
る
頭
役
勤
仕
は
、
祭
祀
者
の
意
識
を
次
第
に
竜
門

（西
方
・
竜
門
川
流
域
）
か
ら
東
方
（
津
風
呂
川
流
域
）
へ
と
展
開
し
た
地
域
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
惣
郷
宮
座
か
ら
個
別
村
落
宮
座
へ
と
傾
斜
さ
せ
た
。
そ
こ
に
惣
郷
祭
祀
と
個
別
村
落
祭
祀
の
二
重
負

　竜
門
惣
郷
の
頭
役
帳
で
あ
る
大
頭
入
衆
日
記
の
記
載
の
変
化
か
ら
、
一
六
世
紀
中
期
ま
で
に
竜
門
　
　
　
担
と
い
う
重
圧
が
加
わ
り
、
個
別
村
落
宮
座
に
祭
祀
者
が
結
集
し
た
た
め
、
近
世
の
竜
門
惣
郷
宮
座

惣

郷
宮
座
に
家
の
論
理
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
宮
座
に
導
入
さ
れ
た
家
の
論
理
　
　
　
は
次
第
に
衰
退
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

は
、
本
来
は
座
衆
相
互
の
平
等
規
範
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
家
の
継
承
に
よ
る
座
の
継
承
が
規
範
化
　
　
　
　
最
後
に
、
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
の
村
落
に
お
け
る
宮
座
を
村
落
内
身
分
か
ら
家
格
制
へ
の
流

し
、
ま
た
宮
座
に
よ
っ
て
座
衆
の
家
の
継
承
が
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
　
　
　
　
れ
の
な
か
で
把
握
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
指
摘
し
た
。
そ
し
て
こ
の
課
題
を
解
明
す
る
た
め
に
、
村

　そ
し
て
当
該
期
、
家
の
全
般
的
な
確
立
・
普
及
を
背
景
に
し
て
、
宮
座
か
ら
従
来
排
除
さ
れ
て
い
　
　
　
落
文
書
上
の
「
長
男
」
の
語
義
が
「
乙
名
」
か
ら
「
長
子
」
へ
と
変
化
す
る
時
期
と
そ
の
過
程
や
背

た
階
層
が
、
新
座
衆
と
し
て
台
頭
し
て
き
た
。
そ
れ
は
、
惣
郷
財
政
の
動
揺
と
家
役
の
賦
課
を
契
機
　
　
　
　
景
を
究
明
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
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は
じ
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
宮
座
を
区
分
す
る
概
念
と
し
て
、
「
株
座
」
・
「
村
座
」
と
い
う
用
語
が
あ
る
。
株

座

は
村
落
の
な
か
の
限
定
さ
れ
た
メ
ン
バ
ー
だ
け
で
宮
座
が
構
成
さ
れ
る
も
の
を
意

味
し
、
村
座
は
ひ
ろ
く
村
落
民
に
開
放
さ
れ
た
も
の
を
意
味
す
る
。
現
在
の
宮
座
研

究
で
、
基
礎
的
な
概
念
と
し
て
ひ
ろ
く
用
い
ら
れ
て
い
る
用
語
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
概
念
の
提
唱
者
で
あ
る
肥
後
和
男
氏
は
、
株
座
・
村
座
と
い
う

区
分
は
、
家
格
・
血
筋
に
よ
る
区
別
で
あ
る
と
定
義
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
株

座
・
村
座
と
い
う
概
念
は
、
家
格
制
を
前
提
に
し
た
も
の
な
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
＞

　

こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
村
落
に
お
け
る
「
家
」
の
形
成
の
あ
り
か
た
で
あ
る
。

中
世
の
村
落
に
お
い
て
家
は
い
ま
だ
全
般
的
に
は
形
成
さ
れ
て
は
お
ら
ず
、
中
近
世

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

移
行
期
に
お
い
て
全
面
的
に
普
及
・
確
立
す
る
の
で
あ
る
。
中
近
世
移
行
期
と
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

こ
こ
で
は
一
六
世
紀
か
ら
一
七
世
紀
中
期
ま
で
を
意
味
す
る
。
家
格
制
は
、
当
然
の

こ
と
な
が
ら
村
落
に
お
け
る
全
般
的
な
家
の
普
及
・
確
立
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
村
落
の
家
格
制
も
、
中
近
世
移
行
期
に
一
般
的
に
形
成
す
る
と
さ

　
　
　
（
5
）

れ
て

い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
家
研
究
を
参
照
す
れ
ば
、
家
格
制
を
前
提
と
す
る
株
座
・
村
座
と
い

う
概
念
は
少
な
く
と
も
中
世
村
落
の
宮
座
に
は
適
用
で
き
な
い
と
い
え
よ
う
。
黒
田

俊
雄
氏
は
、
中
世
村
落
に
関
す
る
議
論
の
な
か
で
（
中
世
）
「
宮
座
に
お
け
る
株
座

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

形
態
」
と
い
う
用
語
を
用
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
認
識
は
、
村
落
及
び
宮
座
の
研

究
に
お
い
て
有
益
な
も
の
で
は
な
い
。
「
株
」
と
い
う
あ
り
か
た
も
近
世
的
な
も
の

で
あ
る
。

　
民
俗
学
の
用
語
を
安
易
に
歴
史
学
の
用
語
と
し
て
導
入
す
る
こ
と
は
、
民
俗
的
事

象
の
歴
史
性
を
見
失
わ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
株
座
と
い
う
用
語
を
中
世
村
落
の
宮
座

に

用
い
る
こ
と
は
、
宮
座
の
歴
史
的
な
変
遷
を
立
体
的
に
捉
え
よ
う
と
す
る
研
究
視

角
を
阻
害
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

　
萩
原
龍
夫
氏
は
、
中
世
の
宮
座
か
ら
近
世
の
氏
子
へ
の
移
行
と
い
う
枠
組
み
を
提

　
　
（
7
）

唱
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
安
藤
精
一
氏
は
、
中
近
世
一
貫
し
た
宮
座
祭
祀
を
主
張
し

（8
）

た
。
両
者
の
議
論
は
、
祭
祀
組
織
と
い
う
観
点
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。
問
題
な
の

は
、
い
ず
れ
の
議
論
も
中
世
・
近
世
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
お
け
る
祭
祀
組
織
の
も
つ

そ
の
時
代
特
有
の
社
会
的
な
機
能
に
つ
い
て
の
考
察
が
不
十
分
だ
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
と
く
に
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
の
祭
祀
組
織
の
も
つ
社
会
的
機
能
の
変
化
に

対
す
る
視
点
が
欠
け
て
い
る
こ
と
は
、
両
者
の
論
争
が
そ
の
後
生
産
的
に
展
開
し
な

か

っ

た
大
き
な
要
因
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
以
上
の

よ
う
な
問
題
は
、
従
来
、
宮
座
研
究
に
お
い
て
宮
座
と
家
と
の
歴
史
的
な

関
連
を
軽
視
し
て
き
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
中
近
世
移
行
期
村
落
に
お
い
て

家
が
全
般
的
に
普
及
す
る
こ
と
を
念
頭
に
お
く
と
、
そ
れ
だ
け
で
も
い
く
つ
か
の
課

題
が
浮
上
し
て
く
る
。
た
と
え
ば
、
中
近
世
移
行
期
以
前
の
宮
座
加
入
者
の
条
件
と

は
何
で
あ
っ
た
の
か
。
家
の
論
理
が
導
入
さ
れ
る
以
前
の
宮
座
の
あ
り
か
た
は
ど
う

で
あ
っ
た
の
か
。
宮
座
と
家
と
は
ど
の
時
期
に
ど
の
よ
う
に
関
連
し
て
い
く
の
か
、

な
ど
。

　
本
稿
で

は
、
こ
れ
ら
の
課
題
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
家
が
全
般
的
に
普
及
し
て
く
る

中
近
世
移
行
期
村
落
に
お
い
て
、
宮
座
と
家
と
が
ど
の
よ
う
に
関
連
し
て
い
く
の
か

と
い
う
点
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
大
和
国
吉
野
郡
の
竜
門
地
域
（
現
奈
良
県
吉
野
郡

吉
野
町
）
に
お
け
る
、
吉
野
山
口
神
社
を
中
心
と
す
る
宮
座
集
団
で
あ
る
「
竜
門
惣

郷
」
を
具
体
的
な
研
究
対
象
と
し
た
い
。

　
当
地
域
の
研
究
文
献
は
、
本
稿
末
の
「
竜
門
惣
郷
文
献
一
覧
」
を
参
照
さ
れ
た

四ポ

一
九

五

三
・
四
年
に
竜
門
地
域
に
や
や
大
規
模
な
体
系
的
調
査
が
お
こ
な
わ

れ
、
主
要
な
史
料
の
発
掘
と
そ
の
目
録
が
提
示
さ
れ
た
（
文
献
③
・
④
）
。
そ
の

後
、
全
面
的
な
研
究
が
永
島
福
太
郎
氏
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
た
（
文
献
⑤
・
⑥
）
。

現
在
、
永
島
氏
の
研
究
を
承
け
た
朝
倉
弘
氏
の
研
究
が
竜
門
惣
郷
に
関
す
る
定
説
的

な
位
置
を
占
め
て
い
る
（
文
献
⑨
・
⑫
）
。

　
研
究
の
傾
向
は
、
上
田
家
文
書
を
中
心
と
し
た
、
中
世
の
祭
祀
組
織
が
主
要
な
テ

2
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ー
マ
と
な
っ
て
い
る
。
中
近
世
移
行
期
に
関
し
て
い
え
ば
、
当
該
期
に
竜
門
惣
郷
の

宮
座
が
崩
壊
す
る
と
い
う
永
島
・
朝
倉
説
が
ほ
ぼ
定
説
と
な
っ
て
い
る
。
近
世
の
竜

門
惣
郷
に
つ
い
て
は
吉
井
敏
幸
氏
の
研
究
（
文
献
⑩
）
が
あ
る
が
、
中
近
世
移
行
期

に
つ
い
て
は
十
分
に
議
論
さ
れ
て
い
な
い
。

　
研
究
の
主
要
な
素
材
と
な
っ
て
い
る
上
田
家
文
書
は
、
故
上
田
竜
司
氏
の
保
管
文

　
　
　
（
1
0
）

書
で
あ
る
。
こ
の
文
書
群
に
は
、
惣
郷
祭
祀
文
書
の
他
に
譲
状
（
上
田
二
）
や
処
分

状

（上

田
入
）
な
ど
も
混
在
し
て
い
る
。
上
田
家
と
吉
野
山
口
神
社
と
の
関
係
も
明

瞭
で
は
な
く
、
現
地
で
は
上
田
家
に
は
蔵
書
家
・
文
書
収
集
家
の
面
が
あ
る
と
も
聞

く
。
し
た
が
っ
て
上
田
家
文
書
に
は
、
吉
野
山
口
神
社
文
書
以
外
の
文
書
が
混
入
し

て

い

る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

　
今

回
、
諸
般
の
事
情
か
ら
上
田
家
文
書
を
直
接
精
査
で
き
な
か
っ
た
。
本
稿
で

は
、
元
興
寺
文
化
財
研
究
所
お
よ
び
吉
野
町
立
吉
野
歴
史
資
料
館
所
蔵
の
写
真
版
を

用
い
た
。
上
田
家
文
書
の
全
貌
解
明
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

　
ま
た
前
後
三
回
、
現
地
調
査
・
史
料
調
査
を
吉
野
歴
史
資
料
館
の
協
力
の
も
と
で

お
こ
な
っ
た
。
そ
の
際
、
岩
城
隆
利
・
永
島
福
太
郎
「
竜
門
村
の
古
文
書
」
（
文
献

③
所
収
）
を
目
処
と
し
て
、
上
田
家
文
書
以
外
の
史
料
を
広
く
調
査
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
こ
の
目
録
に
収
載
さ
れ
て
い
る
中
近
世
移
行
期
の
主
要
史
料
が
ほ
と
ん
ど
、
今

回
の
調
査
時
点
ま
で
に
滅
失
し
て
い
た
。
原
因
は
わ
か
ら
な
い
が
、
残
念
な
事
態
で

あ
る
。

0
竜
門
惣
郷
の
祭
祀
組
織

　
古
代
の
竜
門
地
域
に
は
、
吉
野
山
口
神
社
、
高
鉾
神
社
、
大
名
持
神
社
が
式
内
社

と
し
て
あ
っ
た
。
中
世
で
は
、
史
料
上
、
大
名
持
神
社
（
「
大
汝
宮
」
）
は
確
認
で
き

る
も
の
の
、
吉
野
山
口
神
社
、
高
鉾
神
社
の
称
は
み
ら
れ
な
く
な
り
、
そ
の
一
方
で

「天
満
宮
」
の
称
が
あ
ら
わ
れ
る
。
近
世
で
は
天
神
之
社
（
天
満
宮
）
と
高
鉾
之
社

と
が
併
存
し
て
い
る
の
で
、
中
世
に
吉
野
山
口
神
社
が
天
満
宮
に
か
わ
っ
た
と
推
測

さ
れ
る
。

　
近
世
で

は
、
天
神
之
社
・
高
鉾
之
社
・
竜
王
之
社
・
嶽
明
神
之
社
が
竜
門
二
一
ヶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
H
）

郷

（竜
門
惣
郷
）
の
氏
神
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
明
治
維
新
を
機
に
天
満
宮
は
吉
野
山

口

神
社
と
名
称
を
変
更
し
、
宮
郷
は
縮
小
し
て
六
ヶ
村
の
鎮
守
と
な
っ
た
（
文
献

⑩
）
。
神
宮
寺
の
大
宮
寺
は
廃
止
さ
れ
、
大
名
持
神
社
は
河
原
屋
・
立
野
の
氏
神
と

な
っ
た
。

　
通
説
で

は
、
こ
の
吉
野
山
口
神
社
（
天
満
宮
・
天
神
社
）
、
高
鉾
神
社
、
ま
た
場

合

に
よ
り
大
名
持
神
社
を
も
総
称
し
た
も
の
を
「
竜
門
の
大
宮
」
と
い
い
、
竜
門
惣

郷
の
宮
座
は
「
竜
門
大
宮
」
の
宮
座
で
あ
る
と
い
う
（
文
献
⑨
・
⑩
・
⑫
な
ど
）
。

　
と
こ
ろ
が
、
上
田
家
文
書
（
中
世
）
で
は
、
「
宮
之
ワ
タ
リ
ロ
ウ
カ
」
（
上
田
一
・

永
禄
九

年
条
）
や
「
宮
ノ
サ
ウ
チ
、
宮
ノ
ア
セ
チ
」
（
上
田
一
四
）
の
よ
う
に

「宮
」
と
あ
る
の
み
で
、
「
大
宮
」
と
い
う
表
記
は
管
見
の
限
り
み
あ
た
ら
な
い
。
通

説

で
、
「
大
宮
」
と
称
し
て
い
る
根
拠
も
明
確
で
は
な
い
。

　
入
衆
や
頭
人

を
記
録
し
た
史
料
の
な
か
で
、
何
の
限
定
詞
も
な
く
単
に
「
宮
」
と

記
載

さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
「
宮
」
が
ま
さ
し
く
当
該
頭
役
祭
祀
の
対

象
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
大
頭
入
衆
日
記
（
上
田
一
）
の
応
永
七
年
条
に
は
次
の
よ
う
な
記
事
が
み
え
る
。

　
　
応
永
七
年
効
〃
へ
九
月
四
日
座
衆
百
姓
評
定
云
、

　
　
天
満
宮
神
主
殿
・
大
汝
宮
神
主
殿
両
人
座
敷
事
、
自
今
以
後
七
日
十
日
両
度
被

　
　
仕
可
為
御
宝
前
口
役
事
、
名
代
子
々
孫
々
可
被
免
置
者
也

　

こ
こ
に
は
、
天
満
宮
、
大
汝
宮
と
は
別
に
「
御
宝
前
」
と
い
う
記
載
が
み
え
る
。

こ
の
「
御
宝
前
」
は
、
こ
の
記
載
か
ら
み
て
、
あ
き
ら
か
に
当
該
頭
役
祭
祀
の
対
象

で

あ
る
。
ま
た
同
じ
く
何
の
限
定
詞
も
な
く
た
だ
御
宝
前
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の

「御
宝
前
」
と
「
宮
」
と
は
同
一
の
も
の
で
あ
る
と
み
な
し
て
よ
か
ろ
う
。

　

こ
の
「
宮
」
及
び
「
御
宝
前
」
に
ど
の
よ
う
な
固
有
の
呼
称
が
与
え
ら
れ
て
い
た

の

か
、
他
の
中
世
史
料
か
ら
は
い
ま
の
と
こ
ろ
何
の
情
報
も
得
ら
れ
な
い
。
そ
こ
で

本
稿
で

は
、
こ
の
「
宮
」
・
「
御
宝
前
」
を
「
竜
門
宮
」
と
仮
称
し
て
お
く
。

3
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ま
た
、
さ
き
の
記
事
で
は
、
「
御
宝
前
」
に
お
け
る
天
満
宮
神
主
、
大
汝
宮
神
主

両
人
の
座
席
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
竜
門
宮
の
下
位
に
天
満
宮
・
大

汝
宮
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
竜
門
宮
は
天
満
宮
（
吉
野
山
口
神
社
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

と
大
汝
宮
（
大
名
持
神
社
）
と
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
と
み
な
し
て
お
き
た
い
。

　
竜

門
地
域
に
は
、
中
世
、
興
福
寺
別
当
領
と
し
て
竜
門
荘
が
設
定
さ
れ
て
い
た

（文
献
⑨
・
⑫
）
。
上
田
家
文
書
に
も
「
竜
門
庄
山
口
郷
ノ
内
字
湯
尻
ノ
元
宗
国
名
」

（上

田
五
）
、
「
竜
門
之
庄
志
賀
里
」
（
上
田
六
）
・
「
竜
門
平
尾
領
之
内
」
（
上
田
一

〇
）
と
い
う
よ
う
に
荘
号
が
み
え
る
。
近
世
の
地
誌
『
大
和
志
』
で
は
、
竜
門
荘
と

し
て
佐
々
羅
、
瀧
畑
、
東
千
股
、
志
賀
、
西
谷
、
香
束
、
色
生
、
山
口
、
峯
寺
、
平

尾
、
大
野
、
小
名
、
牧
、
田
原
、
栗
野
、
津
風
呂
、
川
原
屋
、
立
野
、
三
津
、
矢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
1
3
）

治
、
柳
の
二
一
ヶ
村
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
竜
門
惣
郷
の
祭
祀
が
荘
鎮
守
の
祭
祀
を

継
承
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
従
来
の
研
究
で
は
こ
の
二
一
ヶ
村
を
惣
郷

竜門惣郷の範囲表1

1325年～
1584年（1）

1522年（2） 1594年（3） 1671年（4）

1 伊良宇 色 色　生
2 大　野 大　野 大　野
3 瓦　屋 河原屋 河原屋
4

一 一
川平屋

5

一
栗　野 栗　野 栗　野

6 香　束 香　束 香　束 香　束
7

一
小　名

8

一
ささら ささら

9 志　賀 志　賀 志　賀

10 滝畑？

一 一
瀧之畑

11

一
辰　野 立　野 立　野

12 田　原 田　原 田　原
13 千股？

一
東千俣

14

一
津風呂 津風呂 津風呂

15 西　谷 西　谷 西　谷 西　谷
16 平　尾

一
平　尾 平　尾

17

一
三　津

18 牧 牧

19 峯　寺 峯寺 峯　寺 峯　寺
20 屋　字 野　地 矢　治
21 柳 柳 柳

22 山　口 山　口 山　口 山　口

計 8箇所 15箇所 16箇所 21箇所

註（1）正中2年～天正12年大頭入衆日記、上田家文書1

　　在の大字に相当するもののみを五十音順に摘記した（

　　滝畑・千股の地名は史料中にはないが、同大字に属ス

　　が史料中にみえる。

　（2）大永2年竜門荘荘民等起請文、談山神社文書246号

　（3）文禄3年春日講頭集会衆人数覚、上田家文書12号。

　（4）寛文11年宮移之能桟敷郷中割当一札、上田家文書。

　

鎮
守
の
祭
祀
圏
す
な
わ
ち
竜
門
惣
郷
と
み
な
し
て
い
る
。

　
　

一
四

二
四

（応
永

三
一
）
年
の
史
料
に
は
、
「
竜
門
七
郷
」
と
い
う
称
が
み
え

　
（
1
4
）

　

る
。
七
郷
の
範
囲
は
不
明
だ
が
、
同
じ
く
『
大
和
志
』
の
あ
げ
る
吉
野
山
口
神
社

　

（天
神
）
の
祭
祀
圏
、
山
口
・
平
尾
・
西
谷
・
佐
々
羅
・
峯
寺
・
香
束
の
各
村
に
、

　

大
名
持
神
社
の
祭
祀
圏
で
あ
る
河
原
屋
村
を
加
え
た
も
の
に
相
当
す
る
の
で
は
な
か

　

ろ
う
か
。

　
　

表
1
は
、
主
要
史
料
に
み
ら
れ
る
竜
門
惣
郷
関
係
の
地
名
を
あ
げ
た
も
の
で
あ

　

る
。
表
1
の
ω
に
は
大
頭
入
衆
日
記
に
み
え
る
地
名
を
あ
げ
た
が
、
そ
れ
は
瓦
屋
・

　

香
束
・
西
谷
・
平
尾
・
峯
寺
・
山
口
及
び
瀧
畑
・
千
股
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
さ
き
に

　

み

た
竜
門
七
郷
の
郷
数
（
村
数
）
に
近
似
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
ご
う
は
ん

　
　
近
世
の
竜
門
宮
郷
の
な
か
に
「
二
郷
半
」
と
い
う
村
々
が
あ
っ
た
（
文
献
⑩
）
。

　

そ
れ
は
宮
郷
二
一
ヶ
村
を
東
西
「
二
郷
」
に
わ
け
た
う
ち
の
「
半
」
分
と
い
う
意
味

　
　
　
　
　
　
　
　
で
、
山
口
・
西
谷
・
平
尾
・
佐
々
羅
・
峰
寺
・
香
束
の
六
ヶ
村
と

　
　
　
　
　
　
　
　
志
賀
・
河
原
屋
・
立
野
ま
で
含
ま
れ
る
。
宮
郷
二
一
ヶ
村
は
竜
門

現

゜
記

う
　
近
世
の
二
郷
半
が
、
竜
門
七
郷
と
ほ
ぼ
重
な
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。

　
ま
た
近
世
の
志
賀
村
本
清
寺
三
昧
の
墓
郷
の
範
囲
も
峰
寺
村
・

志
賀
村
・
さ
・
ら
村
・
平
尾
村
・
山
口
村
・
か
わ
ら
や
村
・
立
野

村
の
七
ヶ
村
で
あ
る
。
こ
の
墓
郷
が
竜
門
七
郷
と
ほ
ぼ
合
致
す
る

　
　
　
　
　
　
　
〔
1
5
）

の
も
示
唆
的
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
の

点
か
ら
考
え
て
、
は
じ
め
て
史
料
上
で
竜
門
惣
郷
祭
祀

が
確
認
で
き
る
一
四
世
紀
前
期
に
は
、
「
竜
門
七
郷
」
（
山
口
・
平

尾
・
西
谷
・
佐
々
羅
・
峯
寺
・
香
束
・
川
原
屋
な
ど
の
村
）
が
竜

門
（
惣
）
郷
の
基
本
的
な
構
成
で
あ
っ
た
と
考
え
た
方
が
よ
い
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。

4
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一
方
、
「
惣
郷
」
の
称
は
、
「
竜
門
七
郷
」
の
称
よ
り
史
料
上
や
や
お
く
れ
て
一
四

五
五

（康
正
元
）
年
（
上
田
一
三
）
や
一
五
七
七
（
天
正
五
）
年
（
上
田
一
五
）
に

み
え
る
。

　

表
1
の
②
欄
は
、
多
武
峰
に
提
出
し
た
竜
門
荘
荘
民
等
起
請
文
に
記
さ
れ
た
地
名

で

あ
る
が
、
全
部
で
一
五
ヶ
所
あ
る
。
㈲
の
春
日
講
頭
集
会
衆
人
数
覚
の
地
名
数
も

ほ

ぼ
同
様
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
一
六
世
紀
に
は
竜
門
惣
郷
は
一
五
～
六
ヶ
村
で
構

成
さ
れ
て
お
り
、
近
世
の
竜
門
宮
郷
二
一
ヶ
村
に
ほ
ぼ
匹
敵
す
る
規
模
が
確
認
で
き

る
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
、
竜
門
七
郷
が
発
展
し
て
さ
ら
に
そ
の
他
の
地
域
を
あ
わ
せ
て
竜
門
惣
郷

と
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

　

と
こ
ろ
で
、
竜
門
荘
は
「
両
庄
」
（
上
田
三
）
や
「
東
方
庄
屋
・
西
方
庄
屋
」
と

い
う
表
記
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
東
方
・
西
方
に
わ
か
れ
て
い
た
。
秋
山
日
出
雄
氏

に
よ
っ
て
、
竜
門
荘
西
方
と
東
方
は
次
の
よ
う
に
推
定
さ
れ
て
い
る
（
同
「
竜
門
庄

の

概
観
」
、
文
献
③
所
収
）
。

西
方
…
志
賀
・
辰
野
・
河
原
屋
・
峰
寺
・
西
谷
・
山
口
・
香
束
・
佐
々
羅
・
平
尾

東
方
…
柳
・
大
野
・
牧
・
栗
野
・
田
原
・
色
生
・
津
風
呂
・
屋
字

　

こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
さ
き
に
み
た
「
竜
門
七
郷
」
の
推
定
地
域
、
す
な
わ

ち
山
口
・
平
尾
・
西
谷
・
佐
々
羅
・
峰
寺
・
香
束
・
川
原
屋
な
ど
の
村
が
ほ
ぼ
西
方

の
地
域

と
重
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
み
て
、
西
方
・
東
方
と
い
う
区
分

が
均
質
な
地
域
区
分
と
は
い
え
な
い
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

　

こ
の
「
両
庄
、
西
方
・
東
方
」
と
い
う
区
分
は
、
中
世
後
期
に
み
え
る
「
荘
域
」

の
東
西
な
の
で
あ
る
。
ま
た
従
来
の
研
究
で
は
、
竜
門
東
西
両
荘
全
域
を
竜
門
惣
郷

祭
祀
の
範
囲
と
ア
プ
リ
オ
リ
に
想
定
し
て
い
る
。
し
か
し
、
荘
域
と
惣
郷
祭
祀
の
範

囲
と
が
合
致
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
理
由
は
な
い
。

　

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
従
来
の
研
究
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
西
方

が
竜
門
川
流
域
で
あ
り
、
東
方
が
津
風
呂
川
流
域
だ
と
い
う
点
で
あ
る
（
文
献
⑥
・

（1
7
）

⑧
）
。
竜
門
川
は
、
竜
門
岳
よ
り
発
し
、
岳
川
・
志
賀
川
の
支
流
を
併
せ
て
河
原
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

で
紀

ノ
川
に
流
入
す
る
小
河
川
で
あ
る
。
津
風
呂
川
は
、
大
宇
陀
町
の
関
戸
峠
付
近

よ
り
発
し
、
大
茂
川
・
栗
野
川
・
田
原
川
・
小
名
川
を
併
せ
て
津
風
呂
ダ
ム
・
紀
ノ

川
に
流
入
す
る
小
河
川
で
あ
る
。

　
「
造
営
方
仕
日
記
」
（
上
田
二
二
）
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

　
　

五
百
文
大
野
ノ
高
樋
ノ
代
沙
汰
米
一
石
五
斗
太
郎
兵
衛
殿
ノ
地
所
ヲ
定
五
月
廿

　
　

二
日
也

　
　
一
斗
大
野
ノ
高
樋
ノ
佗
言
時
両
度
飯
米
欣
醐
市
コ
肛

　
　
　
　
（
中
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
高
樋
）

　
　
五
十
文
サ

ウ
メ
ン
代
五
月
廿
二
日
タ
カ
ビ
ノ
ト
キ
　
大
坊
シ
カ
エ
サ
ウ
メ
ン

　
　

四
十
文
白
酒
代
五
月
廿
二
日
タ
カ
ビ
ノ
ト
キ

こ
こ
に
み
え
る
大
野
と
は
東
方
の
大
野
で
あ
ろ
う
。
竜
門
惣
郷
が
大
野
に
か
け
た
高

樋
の
代
な
ど
を
支
出
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
西
方
・
東
方
が
そ
れ
ぞ
れ
小
河
川
の
流
域
で
あ
る
こ
と
と
、
こ
の
高
樋
と
惣
郷
と

の

関
連
と
を
あ
わ
せ
考
え
る
と
、
竜
門
惣
郷
（
西
方
・
東
方
）
は
小
河
川
灌
慨
を
基

盤

と
し
た
集
団
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
灌
概
に
関
し
て
は
い
ま
だ
十
分
に
調
査

し
得
て
お
ら
ず
詳
細
は
今
後
の
課
題
だ
が
、
い
ま
の
と
こ
ろ
こ
の
よ
う
に
推
定
し
て

お
き
た
い
。

　
以
上
の

点
か
ら
竜
門
惣
郷
祭
祀
は
、
小
河
川
灌
概
を
基
盤
と
し
て
、
竜
門
七
郷

（西
方
）
か
ら
発
展
し
て
東
方
へ
と
地
理
的
範
囲
を
拡
げ
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。　

最
後
に
竜
門
惣
郷
の
構
成
員
に
つ
い
て
み
て
お
こ
う
。
「
大
頭
入
衆
日
記
」
の
な

か
で
座
衆
を
形
容
し
た
記
載
と
し
て
従
来
注
目
さ
れ
て
い
た
の
は
、
「
公
事
家
」
で

あ
る
（
文
献
⑤
・
⑦
・
⑨
）
。
そ
し
て
従
来
の
研
究
で
は
、
こ
の
記
載
か
ら
竜
門
惣

郷
の
座
衆
は
公
事
家
で
あ
る
と
規
定
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
座
衆
の
全
員
に
公
事

家
の
表
記
が
な
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
と
い
う
よ
り
も
四
七
九
人
ほ
ど
の
入

衆
・
大
頭
の
な
か
で
公
事
家
と
表
記
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
わ
ず
か
＝
人
で
あ
る

（後
掲
の
表
6
）
。
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従
来
の
研
究
で
は
、
こ
う
し
た
ご
く
一
部
の
記
載
か
ら
何
故
に
座
衆
全
員
を
公
事

家
と
規
定
で
き
る
の
か
と
い
う
点
に
関
す
る
明
確
な
説
明
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
こ

の
公
事
家
記
載
か

ら
は
む
し
ろ
一
般
の
座
衆
は
公
事
家
で
は
な
い
と
み
た
ほ
う
が
自

然
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
座
衆
‖
公
事
家
論
で
い
ま
ひ
と
つ
問
題
な
の
は
、
実
態
と
し
て
の
年
貢
・
公

事
負
担
者
と
い
う
こ
と
と
史
料
用
語
と
し
て
の
「
公
事
家
・
公
事
屋
」
と
を
曖
昧
に

し
た
ま
ま
で
議
論
を
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
座
衆
を
実
態
と
し
て
の
年
貢
・
公
事
負

担
者
と
と
ら
え
て
議
論
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
時
期
的
な
問
題
か
ら
み
て
も
、
ま
ず
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

名
主
職
や
百
姓
役
と
の
関
連
を
追
究
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
の

点
か
ら
本
稿
で
は
、
座
衆
‖
公
事
家
論
は
と
ら
な
い
（
竜
門
惣
郷
に
お
け

る
公
事
家
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
）
。

　
い

ま
ひ
と
つ
特
徴
的
な
記
載
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
「
庄
屋
」
で
あ
る
。
こ

れ

は
近
世
の
村
役
人
の
イ
メ
ー
ジ
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
、
公
事
家
と
は
異
な

り
、
従
来
の
研
究
で
も
座
衆
一
般
を
庄
屋
と
す
る
論
は
な
い
。
同
じ
く
大
頭
入
衆
日

記

に
散
発
的
に
し
か
み
え
な
い
呼
称
で
あ
る
の
に
、
公
事
家
は
座
衆
の
指
標
と
し
て

用
い
つ
つ
、
庄
屋
は
指
標
と
し
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
に
、
従
来
の
議
論
に
お
け
る
史

料
操
作
の
恣
意
性
が
指
摘
さ
れ
よ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
庄
屋
が
座
衆
一
般
を
さ
す

も
の
で
は
な
い
と
い
う
点
は
、
従
来
の
見
解
に
従
っ
て
お
く
。

　
ま
た
「
座
衆
百
姓
」
と
い
う
表
記
も
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
中
世
後
期
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

百
姓
身
分
の
拡
散
状
況
か
ら
み
て
、
こ
の
記
載
か
ら
座
衆
の
特
質
を
導
き
出
す
こ
と

は
困
難
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
い
ま
い
ち
ど
「
大
頭
入
衆
日
記
」
に
目
を
む
け
る
と
「
井
ト
ナ
ミ
ハ
ン
」

（大
永

七
・
天
文
五
年
条
）
と
い
う
記
載
が
注
意
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
大
頭
勤
仕
の

順
番
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
記
載
の
前
後
の
箇
条
か
ら
み
て
一
定
の
原
則
の

も
と
に
勤
仕
順
が
決
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

こ
の
大
頭
勤
仕
順
と
の
関
係
で
注
意
さ
れ
る
の
は
、
同
じ
く
大
頭
入
衆
日
記
の
な

か
の

「
子
ト
モ
頭
ノ
ア
タ
リ
次
第
」
（
明
応
三
年
条
）
と
い
う
記
事
で
あ
る
。
こ
の

記
載
は
「
子
ト
モ
頭
」
と
い
う
頭
役
な
の
か
「
子
ト
モ
」
の
「
頭
ノ
ア
タ
リ
次
第
」

な
の
か
不
明
確
な
点
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
ろ
子
供
の
入
座
順
に
頭
役
が
当
た
っ

て

い

る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
後
述
す
る
親
の

「
ヲ
リ
頭
」
（
大
頭
勤
仕
後
の
退
座
）
と
子
の
入
座
（
入
衆
）
と
の
関
連
と
い
う
慣
行

か
ら
も
想
定
で
き
る
点
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
慣
行
は
、
こ
の
集
団
が
年
齢
階
梯
制
的
な
シ
ス
テ
ム
を
も
っ
て
い
る
こ

と
を
裏
付
け
て
い
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
と
な
れ
ば
、
旧
稿
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、

中
世
後
期
村
落
の
乙
名
・
村
人
身
分
、
中
近
世
移
行
期
村
落
の
年
寄
衆
・
座
衆
身
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
∀

が

こ
れ
に
相
当
す
る
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
乙
名
・
村
人
身
分
、
年
寄
衆
・
座
衆
身
分
は
、
中
世
前
期
村
落
の
古
老
・
住
人
身

分
と
同
じ
く
、
村
落
内
身
分
で
あ
る
。
村
落
内
身
分
と
は
、
村
落
集
団
に
よ
り
お
の

お
の
独
自
に
認
定
・
保
証
さ
れ
、
一
義
的
に
は
そ
の
村
落
成
員
の
間
で
通
用
し
、
村

落
財
政
に
よ
り
支
え
ら
れ
た
身
分
体
系
の
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
村
落
内
身
分
と

は
、
村
落
財
政
に
支
え
ら
れ
て
存
在
す
る
、
村
落
固
有
の
身
分
秩
序
な
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
こ
れ
ら
の
村
落
内
身
分
は
、
集
団
加
入
年
齢
（
年
薦
）
に
よ
る
階
梯
的
な

秩
序
（
「
村
の
薦
次
」
）
と
、
頭
役
や
烏
帽
子
成
・
官
途
成
の
直
物
な
ど
村
落
公
事
の

　
　
　
　
　
じ
ょ
う
ご
う

負
担
（
「
村
の
成
功
」
）
と
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
る
身
分
な
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

こ
の
よ
う
な
身
分
の
あ
り
か
た
を
「
薦
次
成
功
身
分
」
と
呼
ん
で
い
る
。

　
上

田
家
文
書
に
は
、
こ
の
よ
う
な
身
分
呼
称
は
み
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
上
述
し

た
よ
う
な
頭
役
慣
行
か
ら
み
て
、
中
世
後
期
及
び
申
近
世
移
行
期
の
竜
門
惣
郷
の
座

衆
を
乙
名
・
村
人
身
分
、
年
寄
衆
・
座
衆
身
分
と
み
な
し
て
お
き
た
い
。

　

こ
の
推
定
の
当
否
は
と
も
か
く
、
重
要
な
の
は
竜
門
惣
郷
の
座
衆
が
き
わ
め
て
限

定
的
な
集
団
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
竜
門
七
郷
だ
け
で
も
七
ヶ
村
、
竜
門
荘

全
域
で

は
（
近
世
村
落
の
規
模
で
）
二
一
ヶ
村
で
あ
る
。
こ
の
範
囲
で
、
毎
年
二
・

三
人
の

入
座
、
そ
し
て
後
述
す
る
よ
う
に
一
五
世
紀
末
期
か
ら
は
入
座
者
は
一
人
と

な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
形
で
構
成
さ
れ
る
座
衆
は
、
竜
門
惣
郷
内

の
、
と
く
に
個
別
村
落
の
レ
ベ
ル
で
は
き
わ
め
て
限
定
さ
れ
た
も
の
と
な
る
だ
ろ

6
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表2　跡・跡継一覧

No， 西暦 地　　　域 親の名 入衆・頭人名 跡跡継関係記事 備　　　　考

1 1408 （ニシタニ） 清三郎（跡） 女 跡（親の名の後） 親の名前の後に「跡」と記載あり。跡記載

の初見

2 1410 不明（ヒラヲ） （覚乗房？） 覚乗房跡 跡（本人の名の後） ヒラヲ覚乗房は、1401（応永11）年入衆

3 1412 （ニシタニウチ） ムロ 藤石 跡（親の名の後）

4 1414 不明 （十郎殿？） 十郎殿跡 跡（本人の名の後）

5 1417 不明（ミネテラ？） 斉六郎 斉六郎跡 跡（本人の名の後） 1395（応永2）年入衆ミネテラ済六と「斉

六郎」は、同一人か

6 1422 不明 ■■太夫御方殿か ■■太夫御方殿跡 跡（本人の名の後） ■■は惣社か

7 1438 （ミネテラ） 虎童 跡継＝長禄4年鬼若丸 「大頭トマル・御供バカリマイル」（御供

頭の初見）。長禄4年鬼若丸が跡継

8 1439 不明（ミネテラ？） 斉六殿 左衛門次郎 跡（親の名の後） 斉六殿は、1417（応永24）年入衆斉六郎跡

と同一人か。長禄4年鬼若丸の親

9 1440 （ミネテラ） 次郎四郎 五郎 跡（親の名の後）

10 1444 （ヤマモト） 後山本 乗覚房 後山本跡ツキ 跡継の初見

11 1458 ニシタニ　ムロ 助三郎 助三郎跡継 跡継

12 1460 （ミネテラ） 左衛門次郎 鬼若丸 ミネテラ虎童跡 親の左衛門次郎は、1439（永享11）年入

衆。寛正5年入衆鬼若丸と兄弟か

13 1460 ヤマモト 松石殿 松石殿跡継 跡継

14 1463 ニシタニ　スキモト 小太郎跡継 跡継 史料表記は小大郎

15 1465 ヒラヲ　ナカノ 衛門五郎 衛門五郎跡継 跡継 入座のみか

16 1470 コウソク　ヒカシ 長若 長石 （長）若の跡継

17 1500 （ヲウタニ） 八郎 翌年に子が入座。香束

東の跡継

1469（文明1）年九月頭香束東の長若の跡

継か

18 1563 ヤマクチ　タイモン 不明（跡継） 跡継 「山口大門アトツキニスル」

　
つ
ぎ
に
竜
門
惣
郷
の
祭
祀
組
織
と
し
て
の
あ
り
か
た
を
頭
役
の
変
化
と
い
う
点
か

ら
み
て
み
た
い
。
大
頭
入
衆
日
記
は
一
三
二
五
（
正
中
二
）
年
か
ら
一
五
入
四
（
天

正
一
二
）
年
に
わ
た
る
入
衆
（
入
座
者
）
と
大
頭
勤
仕
者
四
七
九
人
の
記
録
で
あ

（2
2
）

る
。
こ
れ
か
ら
、
こ
の
記
録
に
お
け
る
一
五
世
紀
以
降
の
変
化
に
つ
い
て
議
論
し
た

（謹し　
大
頭
入
衆
日
記
に
は
、
早
い
段
階
か
ら
「
誰
々
之
子
」
と
い
う
記
載
が
み
え
る
。

一
三

五
五

（正
平
一
〇
）
年
、
頭
人
の
藤
内
に
つ
け
ら
れ
た
「
ミ
子
テ
ラ
六
郎
之

子
」
と
い
う
注
記
が
そ
の
初
見
で
あ
る
。
こ
の
前
々
年
に
藤
内
当
職
事
、
前
年
に
藤

内
山
口
が
頭
役
を
勤
め
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
同
名
者
と
区
別
す
る
必
要
か
ら
つ
け
ら

れ

た
注
記
の
よ
う
で
あ
る
。
同
じ
正
平
一
〇
年
条
に
み
え
る
鬼
若
に
も
「
ミ
カ
ノ
ヲ

四
郎
子
」
と
い
う
注
記
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
一
三
二
七
（
嘉
暦
二
）
年
の
鬼
若
ヵ
ヒ

ャ
と
区
別
す
る
た
め
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
正
平
一
〇
年
に
は
他
に
孫
七
コ
ワ
タ
と
孫

六
ヤ
マ
ク
チ
が
頭
役
を
勤
仕
し
て
い
る
が
、
こ
の
二
人
に
は
誰
々
の
子
と
い
う
注
記

は
な
い
。

　
以
上

の
点
か
ら
誰
々
之
子
と
い
う
記
載
は
、
頭
人
を
他
の
頭
人
と
区
別
す
る
た
め

に
付
さ
れ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
こ
こ
に
は
ま
だ
、
親
の
座
を
子
が
継
承
す
る
と
い

う
よ
う
な
観
念
は
み
ら
れ
な
い
。

　
そ
の
後
、
一
五
世
紀
初
頭
か
ら
あ
ら
わ
れ
る
の
が
、
「
跡
」
・
「
跡
継
」
と
い
う
記

載
で

あ
る
。
表
2
は
、
大
頭
入
衆
日
記
に
み
ら
れ
る
跡
・
跡
継
記
載
の
一
覧
で
あ

1

跡
・
跡
継

②
竜
門
惣
郷
と
家

・
つ
。　

竜
門
惣
郷
の
座
衆
（
乙
名
・
村
人
身
分
、
年
寄
衆
・
座
衆
身
分
）
の
背
後
に
は
、

座
衆
で
な
い
人
々
が
相
当
数
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
お
き
た
い
。

7
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る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
跡
の
初
見
は
一
四
〇
八
（
応
永
一
五
）
年
、
西
谷
清
三
郎
跡

子
息
女
で
あ
る
。
跡
継
の
初
見
は
一
四
四
四
（
文
安
元
）
年
、
山
本
の
乗
覚
房
・
後

山
本
跡
ツ
キ
で
あ
る
。
跡
は
九
例
、
跡
継
も
九
例
み
ら
れ
る
。

　
さ
ら
に
跡
・
跡
継
に
ほ
ぼ
五
〇
年
遅
れ
て
で
て
く
る
の
が
「
屋
次
」
と
い
う
記
載

で

あ
る
。
初
見
は
一
四
五
二
（
宝
徳
四
）
年
で
あ
る
。
表
3
を
み
る
と
、
全
部
で
五

三
例
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
跡
・
跡
継
の
記
載
と
屋
次
の
記
載
に
は
、
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
の
だ
ろ
う

か
。
高
牧
實
氏
は
、
跡
・
跡
継
は
女
子
も
含
む
継
承
者
の
意
で
あ
り
、
屋
次
は
男
子

の
み

の
継
承
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
（
文
献
⑧
）
。
確
か
に
跡

の

初
見
例
が
女
子
の
事
例
で
あ
る
し
、
表
3
を
み
る
と
わ
か
る
よ
う
に
屋
次
に
は
女

子
の
事
例
は
な
い
。

　
し
か
し
、
跡
・
跡
継
で
女
子
の
継
承
者
は
初
見
例
の
み
で
あ
る
が
、
跡
・
跡
継
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

載
の
な
い
女
子
の
入
衆
・
頭
人
は
五
例
み
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
女
子
の
継
承
と

い
う
点
で
は
、
跡
・
跡
継
記
載
の
あ
る
も
の
と
な
い
も
の
と
の
相
違
は
み
ら
れ
な
い

の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
問
題
な
の
は
、
跡
・
跡
継
や
屋
次
と
い
う
記
載
は
一
部
の
入
衆
に
だ
け
な

さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
高
牧
説
は
な
に
も
答
え
て
い
な
い
。

　

そ
こ
で
表
2
を
み
て
み
た
い
。
表
2
の
2
番
は
「
覚
乗
房
跡
」
と
あ
る
。
こ
れ

は
、
覚
乗
房
と
い
う
出
家
者
の
あ
と
を
継
承
し
た
者
の
意
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

跡
・
跡
継
記
載
が
通
常
の
子
供
に
よ
る
継
承
で
は
な
い
と
い
う
状
況
を
想
定
さ
せ

る
。　

跡
・
跡
継
記
載
以
前
で
も
、
二
二
九
七
（
応
永
四
）
年
条
に
「
但
シ
是
ハ
ミ
カ
ノ

ヲ
ノ
在
家
ヲ
持
ツ
ニ
ヨ
テ
ナ
リ
」
と
あ
り
、
ま
た
一
三
九
九
（
応
永
六
）
年
や
応
永

九
年
、
同
＝
年
に
「
家
ニ
ツ
ク
」
、
「
付
屋
」
、
「
平
尾
六
カ
イ
ト
ニ
住
、
家
二
付
」

と
い
う
記
載
が
散
見
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
何
ら
か
の
事
情
で
「
在

家
」
・
「
屋
」
を
継
承
し
た
こ
と
に
よ
り
入
衆
と
な
っ
た
事
例
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ

の
応
永

＝
年
の
「
平
尾
六
カ
イ
ト
ニ
住
、
家
二
付
」
て
入
座
し
た
の
は
、
表
2

（
2
番
）
に
み
え
る
覚
乗
房
そ
の
人
な
の
で
あ
る
。
覚
乗
房
じ
し
ん
も
異
例
な
事
情

で
入
座

し
、
そ
の
跡
も
や
は
り
通
例
と
は
異
な
っ
た
形
で
継
承
さ
れ
た
の
で
あ
ろ

・
つ
。

　
以
上
の

点
か
ら
、
跡
・
跡
継
と
は
一
般
的
な
子
息
に
よ
る
継
承
と
は
異
な
る
場
合

に
付
さ
れ
た
記
載
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
一
見
す
る
と
親
子
間
の
継
承
で
あ
っ
て

も
、
そ
の
関
係
や
継
承
の
あ
り
か
た
に
な
ん
ら
か
の
特
殊
な
事
情
が
あ
る
と
き
に

跡
・
跡
継
の
記
載
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
跡
・
跡
継
の
記
載
が
一
入
例
し
か
み

ら
れ
な
い
こ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
事
情
に
よ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

2
　
屋
　
次

　
次

に
屋
次
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
屋
次
の
初
見
例
は
、
宝
徳
四
年
条
入
衆
の

「西
谷

ノ
助
五
郎
殿
子
息
但
シ
屋
次
」
と
「
ミ
子
寺
五
郎
四
郎
ト
ノ
子
息
但
シ
屋

次
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
ま
ず
注
意
し
た
い
の
は
、
こ
の
初
見
例
に
は
誰
々
之
子
と
い

う
記
載
の
後
に
「
但
シ
屋
次
」
と
い
う
形
で
但
し
書
き
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
こ
か
ら
、
ふ
た
つ
の
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
ひ
と
つ
は
屋
次
は
、

誰
々
之
子
と
い
う
記
載
形
式
で
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
屋
次
の
「
次
」
（
つ
ぎ
・
つ

ぐ
）
と
い
う
記
載
か
ら
み
て
、
通
例
の
（
親
子
間
）
継
承
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ

る
。
そ
し
て
も
う
ひ
と
つ
は
、
そ
の
親
子
間
継
承
の
な
か
で
も
、
但
し
書
き
さ
れ
る

よ
う
な
特
別
な
事
情
を
も
つ
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
屋

次

は
、
親
子
間
継
承
の
な
か
で
の
特
例
と
し
て
記
載
さ
れ
は
じ
め
た
の
で
あ
る
。
こ

れ

は
、
屋
次
が
単
な
る
親
子
継
承
で
は
な
く
、
「
屋
を
次
ぐ
」
す
な
わ
ち
家
の
継
承

で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
こ
で
再
び
表
3
を
み
て
み
た
い
。
表
3
に
よ
る
と
、
但
し
書
き
記
載
は
初
見
の

二
例

と
一
四
五
四
（
享
徳
三
）
年
の
一
例
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
以
降
の
例
に
は
、
但

し
書
き
が
全
く
な
く
な
る
。

　
一
五
世
紀
中
期
、
屋
次
に
但
し
書
き
記
載
が
な
く
な
る
の
と
ほ
ぼ
同
時
に
、
大
頭

を
勤
仕
し
て
二
～
三
年
後
に
子
が
入
座
す
る
と
い
う
慣
行
が
う
ま
れ
て
く
る
。
初
見

8
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は
、
一
四
四
一
（
嘉
吉
元
）
年
に
大
頭
を
勤
め
た
南
・
助
次
郎
と
そ
の
三
年
後
の
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

安
元
年
に
入
座
し
た
山
口
・
助
次
郎
子
息
（
子
の
名
前
は
不
明
）
の
親
子
で
あ
る
。

　

こ
れ
が
、
一
四
六
八
（
応
仁
二
）
年
か
ら
は
父
親
が
大
頭
を
勤
め
た
翌
年
に
そ
の

子
が
入
衆

と
し
て
入
座
す
る
慣
行
へ
と
変
化
し
て
い
く
。
そ
の
初
見
は
、
同
年
の
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

頭
ニ
シ
タ
ニ
新
屋
五
郎
四
郎
と
翌
年
に
入
座
し
た
ツ
ル
ロ
鶴
石
丸
の
親
子
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
頭
役
を
終
え
て
座
を
子
息
に
譲
る
大
頭
は
「
ヲ
リ
頭
」
と
呼
ば
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

い

る
（
大
頭
入
衆
日
記
明
応
三
年
条
）
。

　
親
の
退
座
と
子
の
入
座
が
セ
ッ
ト
化
す
る
事
態
。
こ
れ
は
親
の
引
退
と
子
の
継
承

が
宮
座
頭
役
を
介
し
て
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
こ
に
は
ま
だ
家
の
継

承
と
い
う
明
確
な
観
念
は
み
ら
れ
な
い
が
、
親
子
間
の
継
承
を
強
く
意
識
し
て
い
る

こ
と
は
明
瞭
に
う
か
が
え
る
。

　
屋
次
の
但
し
書
き
記
載
が
な
く
な
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
流
れ
を
背
景
と
し
て
、

屋
次
と
い
う
継
承
の
仕
方
を
異
例
と
す
る
観
念
が
薄
れ
て
き
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ

う
。　

そ
し
て
、
当
初
は
「
誰
々
之
子
　
屋
次
」
と
い
う
記
載
方
式
で
あ
っ
た
も
の
が
、

一
四

七
四
（
文
明
六
）
年
の
兵
衛
四
郎
か
ら
「
名
前
屋
次
」
と
い
う
記
載
方
式
に

か

わ
る
。
こ
の
よ
う
に
記
載
方
式
が
変
化
し
た
背
景
に
は
、
屋
次
記
載
の
前
年
に
屋

次
記
載
の
あ
る
者
の
親
が
大
頭
を
勤
め
る
と
い
う
慣
行
が
形
成
し
て
い
た
こ
と
が
指

摘
で
き
る
。

　

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
こ
の
兵
衛
四
郎
の
例
か
ら
、
子
が
親
と
同
じ
名
前
を

名
乗
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
以
前
は
、
屋
次
記
載
の
あ
る
者
は
「
親
の
名
前
＋

之

子
」
と
あ
る
の
み
で
子
の
実
際
の
名
前
は
記
載
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ

が
、
兵
衛
四
郎
か
ら
は
、
前
年
に
大
頭
を
勤
め
た
親
の
名
前
と
同
じ
名
前
を
名
乗
り

に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
家
の
要
件
の
う
ち
の
「
家
名
の
継
承
」
に
あ
た

る
も
の
と
い
え
よ
う
。

　
さ
ら
に
］
四
九
六
（
明
応
五
）
年
か
ら
は
、
入
衆
の
名
前
の
記
載
は
な
く
な
り
、

「
（地
名
）
屋
次
」
と
だ
け
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
と
な
る
。
こ
れ
は
、

前
年
に
親
が
頭
役
を
勤
め
次
年
に
（
親
と
同
名
の
）
子
が
入
座
す
る
と
い
う
慣
行
が

一
般
化
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
そ
し
て
、
一
五
五
一
（
天
文
二
〇
）
年
を
最
後
に
屋
次
の
記
載
は
み
ら
れ
な
く
な

る
。
こ
れ
は
、
ど
う
し
て
な
の
だ
ろ
う
か
。

　
屋
次
記
載
が
な
く
な
る
前
、
一
五
一
九
（
永
正
一
六
）
年
か
ら
大
頭
入
衆
日
記
の

記
載
は
毎
年
入
衆
の
み
の
記
載
と
な
る
。
そ
の
一
方
で
、
そ
れ
ま
で
ほ
ぼ
連
年
続
い

て

い

た
屋
次
の
記
載
も
消
え
る
の
で
あ
る
。
そ
の
後
一
五
三
二
（
享
禄
五
）
年
と
天

文
二
〇

年
に
屋
次
記
載
が
散
発
的
に
な
さ
れ
て
、
屋
次
記
載
は
全
く
消
え
る
。

　
享
禄
五
年
は
、
惣
地
下
ヰ
ト
ナ
ミ
（
後
述
）
で
大
頭
が
勤
仕
さ
れ
た
年
で
入
衆
に

は
た
だ
屋
次
と
あ
る
の
み
で
あ
る
。
天
文
二
〇
年
に
は
「
ニ
シ
タ
ニ
上
杉
本
斉
入
入

衆
屋
次
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
斉
六
が
大
頭
を
勤
仕
し
入
衆
が
屋
次
で
あ
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
大
頭
勤
仕
記
載
が
み
ら
れ
る
点
で
、
前
後
の
年
と
は
異
な
る

特
異
な
箇
条
な
の
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
大
き
な
傾
向
と
し
て
は
、
永
正
一
六
年
に
通
例
と
し
て
の
屋
次
記
載

が
な
く
な
り
、
入
衆
の
み
の
記
載
に
か
わ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
大
頭
勤
仕
の
翌

年
に
大
頭
勤
仕
者
の
屋
次
が
入
座
す
る
と
い
う
慣
行
が
規
範
化
し
た
た
め
な
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

3
　
宮
座
と
家
の
論
理

　
一
五
六
三
（
永
禄
六
）
年
を
最
後
に
、
跡
・
跡
継
の
記
載
も
な
く
な
る
。
こ
れ

は
、
屋
次
に
よ
る
継
承
が
規
範
化
し
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
以
外
の
異
例
な
継
承
関

係
を
惣
郷
宮
座
が
許
容
し
な
く
な
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
入
衆
の
み
で
大
頭
勤
仕
者
が
記
載
さ
れ
な
く
な
り
、
屋
次
や
跡
・
跡
継
の
記
載
が

消
滅
す
る
と
い
う
大
頭
入
衆
日
記
の
変
化
は
、
一
六
世
紀
前
期
か
ら
中
期
に
か
け
て

屋
次
に

よ
る
座
の
継
承
が
普
遍
化
し
さ
ら
に
は
惣
郷
宮
座
の
規
範
と
な
っ
て
い
っ
た

こ
と
を
物
語
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

　
こ
れ
は
ま
た
、
個
々
の
座
衆
の
家
の
継
承
を
竜
門
惣
郷
宮
座
が
認
知
し
承
認
を
与

9
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表3　屋次一覧

No． 西暦 地　　　　　域 親　の　名 入衆・頭人名 屋次関係記事 備　　　　　　考
1 1452 （ニシタニ） 助五郎殿 助五郎殿子 但し屋次

2 1452 （ミネテラ） 五郎四郎殿 五郎四郎殿子 但し屋次 1468年九月頭のニシタニ新屋五郎四郎と同一人か

3 1454 不明 弥五郎殿 弥五郎殿子 但し屋次

4 1455 ニシタニ　コヤ 衛門九郎殿 衛門九郎殿子 屋次

5 1455 不明（ニシタニ　コヤ？） 三郎殿 三郎殿子 屋次。前年に親が九月頭 1470年大頭勤仕記事に「頭本」記載あり

6 1456 ニシタニ　ヲニシ　ミナミ 刑部四郎 刑部四郎子 屋次

7 1456 エノモト 次郎三郎 次郎三郎子 屋次 1499年九月頭の（ニシタニエノモト）次郎三郎は子か

8 1457 ニシタニ　ヲニシ 兵衛五郎 兵衛五郎子 屋次 「兵衛五郎之屋次」とのみ記載

9 1466 （ミネテラ　ヲウヤ） 次郎左衛門 次郎左衛門子 ヲウヤノ屋次

10 1466 ヒラヲ 藤二郎 藤二郎（子） 屋（屋次か） 1467年大頭勤仕記事には、子の記載無し

11 1468 ヤマクチ 助太郎 助太郎子 屋次

12 1474 不明（ヤマクチ　タイモン） 兵衛四郎 兵衛四郎 屋次。前年に親が九月頭 1503年九月頭ヤマクチ大門兵衛四郎は子か

13 1475 不明（ニシタニ　カヘヤ） 助七 助七殿 屋次。前年に親が九月頭

14 1476 不明（ミネテラ） 五郎太郎 五郎太郎 屋次。前年に親が九月頭

15 1477 不明（ニシタニ） 五郎三郎 五郎三郎 屋次。前年に親が九月頭

16 1478 不明（ニシタニ） 左近四郎 左近四郎 屋次。前年に親が九月頭

17 1479 不明（スキモト） 弥四郎 弥四郎 屋次。前年に親が九月頭 1508年九月頭、「サシカビ」のため、ニシタニスキモト五郎四郎が代行

18 1480 不明（ヒラヲ　ミナミ） 藤増 藤増 屋次。前年に親が九月頭

19 1481 不明（ニシタニ　コヤ） 鬼若 鬼法師 屋次（推定）。前年に親が九月頭 前後の箇条から、前年九月頭ニシタニシモコヤ鬼若を親と推定

20 1482 ニシタニ　ミナミ 刑部三郎 犬石 屋次（推定）。前年に親が九月頭 前後の箇条から、前年九月頭ニシタニミナミ刑部三郎を親と推定

21 1483 ニシタニ　エノモト 治郎太郎（二郎太郎） 二郎太郎 屋次（推定）。前年に親が九月頭 前後の箇条から、前年九月頭ニシタニエノモト治郎太郎を親と推定

22 1485 カワラヤ 幸増丸 幸増 屋次。前年に親が九月頭

23 1486 ニシタニ　ヲニシ 長菊丸 長菊丸 屋次。前年に親が九月頭 親の地名表記は、「ニシタニ　ムロ」

24 1487 ニシタニ　ヲニシ 松鶴丸 松鶴 屋次。前年に親が九月頭

25 1488 ミカノヲ 次郎五郎 次郎五郎 屋次。前年に親が九月頭

26 1489 （ミネテラ） 藤七 藤七 屋次。前年に親が九月頭 1518年九月頭ミネテラ藤七子は、子か

27 1490 （ヤマクチ）ヤマモト 金法師丸 金法師丸 屋次。前年に親が九月頭

28 1492 ニシタニ 兵衛四郎 兵衛四郎子 屋次。前年に親が九月頭

29 1493 ヒラヲ　ナカノ 太郎 屋次。翌年に子が入座 名前は前後の箇条から推定。親の頭役に屋次記載があるのは異例

30 1493 （ミネテラ　カト） 三郎五郎 三郎五郎子 屋次。前年に親が九月頭

31 1496 ヲウキタ 右馬四郎 右馬四郎 屋次。前年に親が折頭。子供頭 前年に親死去によりヲリ頭勤仕。子供頭。子の名は前後の関係から推定

32 1497 ヤマクチ　ミナミ 助次郎殿 助次郎 屋次（推定）。1494年に親が九月頭。子供頭

33 1499 ニシタニ 藤千代丸 藤千代丸 屋次。前年に親が九月頭 名の記載無し。親子関係は前後の箇条から推定

O
］



34 1500 ニシタニ　エノモト 次郎三郎 次郎三郎 屋次。前年に親が九月頭 名の記載無し。親子関係は前後の箇条から推定

35 1501 ヒラヲ　カイト 信丸 不明（信丸子） 屋次。翌年に子が入座 名の記載無し。1449年入衆ヒラヲカイト信丸の子か

36 1501 ヲウタニ 八郎 助九郎 屋次。前年に親が九月頭 親子関係は前後の箇条から推定

37 1502 ヲウタニ 兵衛次郎殿 兵衛次郎 屋次。翌年に子が入座 1450年入衆ヲウタニ兵衛次郎殿は親か

38 1502 ヒラヲ　カイト 不明（信丸子） 不明（信丸孫） 屋次。前年に親が九月頭 親子関係は前後の箇条から推定

39 1503 ヤマクチ　タイモン 兵衛四郎 兵衛四郎 屋次。翌年に子が入座 1474年入衆兵衛四郎は親か

40 1503 ヲウタニ 兵衛次郎 兵衛次郎 屋次。前年に親が九月頭 名の記載無し。親子関係は前後の箇条から推定

41 1504 ヤマクチ　タイモン 兵衛四郎 亀岩 屋次（推定）。前年に親が九月頭 親子関係は前後の箇条から推定

42 1505 ニシタニ　カヘヤ（カヒヤ） 助太郎 助太郎 屋次。前年に親が九月頭 名の記載無し。名及び親子関係は前後の箇条から推定。1428年入衆

カヒヤ助太郎子は親か

43 1506 ミネテラ　ナカこシ 熊五郎 熊五郎 屋次。前年に親が九月頭 名の記載無し。名及び親子関係は前後の箇条から推定

44 1507 ニシタニ　ミナミ 弥三郎 弥三郎 屋次。前年に親が九月頭 名の記載無し。名及び親子関係は前後の箇条から推定

45 1508 ニシタニ 刑部三郎 刑部三郎 屋次。前年に親が九月頭

46 1509 ニシタニ　スキモト 五郎四郎 五郎四郎 屋次。前年に親が九月頭

47 1514 ニシタニ　カミコヤ 不明（屋次） 屋次 前年にカミコヤ惣地下が九月頭

48 1515 ヲクカウソク　サマ 善三郎 善三郎子 屋次。前年に親が九月頭 地名の「サマ」記載は親の箇条から追記

49 1516 ニシタニ　ムロ 太郎 太郎 屋次。前年に親が九月頭

50 1517 ニシタニ　ヲニシ 済次郎 済次郎 屋次。前年に親が九月頭 名の記載無し。親の名から推定

51 1518 （ミカノヲ） 弥五郎 不明（弥五郎） 屋次。前年に親が九月頭 名の記載無し。前後の箇条から親子関係及び名を推定

52 1532 カウソク　シモヲウタニ 不明（屋次） 屋次 地名は、同年大頭の香束下大谷惣地下から推定

53 1551 不明 不明（屋次） 屋次

徽
品
圏
：
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（
2
8
）

え
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
個
々
の
座
衆
に
し
て
み
れ
ば
家
の
継
承
が
前
提
と
し
て
あ

っ

て
、
そ
れ
に
と
も
な
い
座
の
継
承
が
な
さ
れ
る
。
し
か
し
竜
門
惣
郷
宮
座
の
側
か

ら
み
れ
ば
、
個
々
の
家
の
継
承
よ
り
も
、
そ
れ
に
よ
っ
て
座
が
継
承
さ
れ
る
こ
と
の

ほ

う
が
重
要
で
あ
る
。
恒
常
化
し
つ
つ
あ
っ
た
屋
次
の
記
載
が
な
く
な
り
、
大
頭
の

記
載
も
消
え
入
衆
の
み
の
記
載
と
な
っ
た
と
い
う
大
頭
入
衆
日
記
の
変
化
に
は
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

の

よ
う
な
宮
座
の
姿
勢
が
反
映
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

　
村
落
上
層
に
お
け
る
家
の
形
成
は
、
こ
の
時
期
以
前
に
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
家
の
論
理
が
宮
座
集
団
に
持
ち
込
ま
れ
る
の
は
、
中
近
世
移
行
期
に
な
っ
て
か

ら
な
の
で
あ
る
。

　
最
後
に
、
家
の
論
理
が
竜
門
惣
郷
宮
座
の
規
範
と
し
て
導
入
さ
れ
た
目
的
を
考
え

て

み

よ
う
。
惣
郷
宮
座
の
座
衆
に
お
い
て
家
が
形
成
し
確
立
し
た
こ
と
が
、
前
提
で

あ
る
。
こ
の
家
の
論
理
を
宮
座
に
持
ち
込
ん
だ
の
は
、
家
の
継
承
を
座
の
継
承
の
一

環

と
し
て
規
範
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
つ
の
家
で
座
は
一
つ
と
い
う
こ
と
を
座

衆
全
員
に
強
制
す
る
た
め
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
れ
は
、
座
衆
各
人
の
村
落
内
身
分

を
安
定
保
証
す
る
意
味
が
あ
る
。
ま
た
そ
の
一
方
で
、
特
定
の
座
衆
が
多
く
の
入
座

者
を
も
っ
て
突
出
す
る
状
況
を
防
ぐ
機
能
も
期
待
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
家
の
論

理
導
入
以
前
の
入
座
の
条
件
な
ど
に
つ
い
て
は
い
ま
だ
不
明
な
点
が
多
い
が
、
中
近

世
移
行
期
の
宮
座
に
導
入
さ
れ
た
家
の
論
理
は
一
種
の
平
等
規
範
で
あ
っ
た
と
み
て

お
き
た
い
。

③
竜
門
惣
郷
と
新
座
衆

1
　
惣
地
下
営
み

　
次

に
大
頭
入
衆
日
記
に
み
え
る
、
頭
役
の
別
の
変
化
に
つ
い
て
み
て
み
た
い
。
い

ま
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
頭
役
は
個
人
が
勤
め
る
の
が
原
則
で
あ
っ
た
。
そ
れ

に
、
一
五
世
紀
末
か
ら
大
き
な
変
化
が
訪
れ
る
。

　
一
四
八
三
（
文
明
一
五
）
年
の
大
頭
（
九
月
頭
）
は
、
「
ニ
シ
タ
ニ
カ
ミ
コ
ヤ
ノ

地
下
之
惣

口
」
が
勤
仕
し
た
。
つ
ま
り
、
西
谷
上
コ
ヤ
の
惣
地
下
（
村
落
集
団
）
が

頭
役
を
勤
め
た
わ
け
で
あ
る
。
表
4
は
、
こ
の
よ
う
な
惣
地
下
営
み
に
よ
る
頭
役
勤

仕

の
一
覧
で
あ
る
。
一
五
七
六
（
天
正
四
）
年
の
西
谷
大
西
の
御
供
頭
（
地
下
営

み
）
ま
で
全
七
例
、
村
落
ご
と
で
は
西
谷
上
コ
ヤ
、
香
束
下
大
谷
、
西
谷
北
、
西
谷

下
南
、
西
谷
大
西
の
五
ヶ
村
で
あ
る
。
初
見
例
以
外
は
す
べ
て
一
六
世
紀
の
事
例
で

あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
惣
地
下
営
み
が
お
こ
な
わ
れ
る
た
め
に
は
、
竜
門
惣
郷
の
な
か
で
個

別
の
村
落
結
合
が
成
立
し
て
い
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
。
ふ
た
た
び
表
1
を
み
て
み

た
い
。
表
1
の
②
に
は
一
五
二
二
（
大
永
二
）
年
竜
門
荘
荘
民
等
起
請
文
の
署
判
部

分

に
み
ら
れ
る
地
名
を
掲
げ
た
。
こ
の
地
名
は
近
世
の
村
落
名
に
ほ
ぼ
相
当
す
る
。

各
地
名
ご
と
に
一
人
か
ら
数
人
の
署
判
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
地
名
に
は
「
村
」

の

記
載
は
な
い
が
、
こ
れ
ら
が
村
落
集
団
と
し
て
結
集
し
て
い
た
可
能
性
は
否
定
で

き
な
い
。

　
表
1
の
㈲
に
は
、
一
五
九
四
（
文
禄
三
）
年
春
日
講
頭
集
会
衆
人
数
覚
（
上
田
一

二
）
に
み
ら
れ
る
地
名
を
掲
げ
た
。
各
地
名
は
、
柳
方
、
大
野
方
と
い
う
よ
う
に

「
～
方
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
各
地
名
ご
と
に
二
人
か
ら
一
四
人
の
春
日
講
頭
集
会

衆
の

名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
史
料
中
の
田
原
方
に
は
、
「
田
原
奥
　
是
ハ
牧

之
集
会
」
と
い
う
記
載
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
田
原
奥
は
田
原
方
で
は
な
く
て
牧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

方
に
所
属
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
集
会
と
は
「
春
日
講
頭
集
会
衆
」
の
集
会

の
意
味
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
か
ら
は
、
こ
れ
が
単
な
る
地
名
で
は
な
く
、
そ
の
集
会
衆

が
所
属
す
る
集
団
と
し
て
田
原
方
、
牧
方
と
い
う
も
の
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
よ

み

と
れ
る
。
少
な
く
と
も
一
五
九
四
年
ま
で
に
は
竜
門
惣
郷
の
内
部
に
個
別
の
村
落

集
団
が
成
立
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
惣
地
下
営
み
と
関
連
し
て
、
い
ま
ひ
と
つ
注
意
し
た
い
の
は
大
頭
入
衆
日
記
一
五

四
六
（
天
文
一
五
）
年
条
に
み
え
る
次
の
記
載
で
あ
る
。

　
　
天
文
十
五
丙
午
九
月
七
日
入
衆
　
ヤ
マ
ク
チ
山
本
小
次
郎

12
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表4　惣地下営み一覧

No， 西暦 地　　　域 地域（漢字） 頭人名 頭役の種別 備　　　　　　考

1 1483 ニシタニ　カミコヤ 地下之惣口 九月頭 「地下之惣サタ」。翌年ニシタニカミコヤ兵衛二郎が入

座。惣村の頭役勤仕の初見

2 1513 ニシタニ　カミコヤ 惣地下 九月頭 「惣地下サタ」。翌年ニシタニカミコヤ屋次（名不明）が

入座

3 1532 カウソク　シモヲウタニ 香束　下大谷 惣地下 大頭 「惣地下ヰトナミ」。同年入衆の屋次（名前記載無し）

は、同地域の者か

4 1562 カウソク　シモヲウタニ 香束　下大谷 地下惣 九月頭 「地下惣イトナミ」

5 1567 ニシタニ　キタ 西谷　北 地下 十一月頭 地名表記はないが、入衆が西谷北公事家であることか

ら推定

6 1572 ニシタニ　シモミナミ 西谷　下南 地下 御供頭 地名表記はないが、入衆が西谷下南公事家であること

から推定

7 1576 ニシタニ　オオニシ 西谷　大西 地下 御供頭代行 入衆は西谷大西公事家。御供のみ献上

六
世
紀

に
お
け
る
頭
役
の
変
化
で
い
ま
ひ
と
つ
顕
著
な
の
は
、
御
供
や
御
神
酒

2

御
供
頭
、
大
頭
助
成
と
公
事
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
営
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
姉
）

　
　
　
当
年
者
、
西
谷
ヲ
ニ
シ
太
若
井
ト
ナ
ム
ヘ
キ
処
二
、
ア
子
ノ
チ
カ
ヰ
ナ
リ
、

　
　
　
　
　
（
次
）
　
　
　
　
　
　
　
（
然
ら
ず
者
）
　
　
　
　
　
　
（
差
）

　
　
　
然

者
、
ツ
キ
ノ
ミ
カ
ノ
ヲ
、
シ
カ
ラ
ス
ハ
峯
寺
松
本
ヘ
サ
ス
ヘ
キ
次
第
ナ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
闇
）

　
　
　
リ
、
シ
カ
リ
ト
井
工
共
、
於
御
神
前
御
ク
シ
ヲ
タ
マ
ワ
リ
、
当
年
ヨ
リ
ハ
四

　
　
　
年
メ
ナ
レ
共
、
山
ロ
山
本
ヘ
イ
ト
ナ
マ
セ
申
ナ
リ
、
後
度
之
マ
ワ
リ
ニ
、

　
　
　
　
（
番
貸
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
次
）
　
　
　
　
　
　
（
営
）

　
　
　
ハ
ム

カ
シ
ノ
コ
ト
ク
、
松
本
ノ
ツ
キ
ニ
山
本
井
ト
ナ
ミ
ア
ル
ヘ
ク
候

　

こ
れ
に
よ
る
と
、
本
来
は
西
谷
↓
ミ
カ
ノ
ヲ
↓
峯
寺
松
本
↓
山
ロ
山
本
と
い
う
頭

役
の
勤
仕
順
が
設
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
こ
で
は
、
一
部
の
勤
仕
順
の

み

し
か
わ
か
ら
な
い
が
、
少
な
く
と
も
こ
の
時
期
ま
で
に
は
竜
門
惣
郷
全
域
で
地
域

別
の
頭
役
勤
仕
順
が
成
立
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
地
域
ご
と
の
頭
役
勤
仕
順
は
ど
の
よ
う
な
理
由
で
形
成

し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
さ
き
に
み
た
よ
う
に
、
ヲ
リ
頭
及
び
屋
次
慣
行
の
形
成
に
と
も
な
い
、
親
が
大
頭

を
勤
仕
し
た
翌
年
に
（
屋
次
の
）
子
が
入
座
す
る
と
い
う
慣
行
が
成
立
し
た
。
こ
れ

に
さ
き
だ
ち
大
頭
は
既
に
、
二
二
八
五
（
元
中
二
）
年
頃
か
ら
九
月
頭
の
み
（
と
き

に
十
一
月
頭
の
み
）
の
一
人
頭
制
に
な
っ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
大
頭
を
勤
仕
し

た
者
の
子
供
す
な
わ
ち
翌
年
の
入
衆
も
一
人
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。
入
座
者
が
毎
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

一
人

に
限
定
さ
れ
れ
ば
、
頭
役
勤
仕
予
定
者
も
漸
減
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
頭
役
勤
仕
予
定
者
が
減
少
す
れ
ば
、
頭
役
勤
仕
者
に
地
域
的
な
偏
り
が
生
じ
る
可

能
性
が
で
て
く
る
。
そ
こ
で
頭
役
勤
仕
の
地
域
分
散
調
整
を
す
る
た
め
に
お
こ
な
わ

れ

た
の
が
頭
役
の
地
域
勤
仕
順
の
設
定
な
の
で
あ
る
。

　
さ
き
に
み
た
の
は
、
個
人
の
頭
人
に
よ
る
勤
仕
の
例
で
あ
る
。
し
か
し
、
地
域
ご

と
の
頭
役
勤
仕
順
の
設
定
は
、
頭
役
勤
仕
を
個
別
村
落
（
の
な
か
）
で
請
け
負
う
仕

組
み

へ
容
易
に
転
化
し
う
る
。
す
な
わ
ち
、
頭
役
の
地
域
勤
仕
順
設
定
の
慣
行
は
、

個
別
村
落
集
団
と
し
て
頭
役
勤
仕
が
な
さ
れ
る
前
提
な
の
で
あ
る
。

13
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表5　御供頭一覧

No， 西暦 地　　　域 頭人名 備　　　　　　考

1 1438 （ミネテラ） 虎童 「大頭トマル・御供バカリマイル」（御供頭の初見）。長禄4年鬼若丸が跡継

2 1439 ヒラヲ 衛門九郎（殿） 日記冒頭の永享11年の条に殿記載あり

3 1570 ニシタニ　シモコヤ 左衛門九郎 左衛門九郎「ヨワキ」（困窮）により、御供のみ献上

4 1572 ニシタニ　シモミナミ 地下 地名表記はないが、入衆が西谷下南公事家であることから推定

5 1574 カワラヤ 弥三郎

6 1575 ニシタニ　ムロ 不明 御神酒のみ献上

7 1576 ニシタニ　オオニシ 地下 入衆は西谷大西公事家。御供のみ献上

8 1578 ミネテラ　マツモト 弥七郎 御神酒のみ献上。名の表記は「ヤ四郎」

9 1580 ヒラヲ　ホラ 幸三郎 御神酒のみ献上。幸三郎の幸の字は推定

10 1581 ニシタニ　カミスキモト 才十郎 御神酒のみ献上

11 1582 ミネテラ　カト 五郎衛門 御神酒のみ献上

12 1583 ミネテラ　ヲウヤ 不明 御神酒のみ献上。「此外ナニモナシ」（他の儀式等無し）

だ
け
を
勤
仕
す
る
頭
役
の
存
在
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
こ
れ
を
「
御
供
頭
」
と
よ
ん

で
お

く
。
表
5
は
、
御
供
頭
の
一
覧
で
あ
る
。
御
供
頭
の
初
見
は
一
四
三
八
（
永
享

一
〇
）
年
の
峯
寺
虎
童
で
、
「
大
頭
ト
マ
ル
、
御
供
バ
カ
リ
マ
イ
ル
」
と
記
さ
れ
て

い
る
。

　
表
5
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
初
見
例
と
第
二
例
だ
け
が
一
五
世
紀
の
事
例
で
あ

る
。
そ
れ
も
永
享
一
〇
・
＝
年
と
連
年
の
も
の
で
あ
る
。
実
は
こ
の
記
事
の
五
年

前
、
永
享
五
年
は
「
頭
ナ
シ
　
大
早
」
す
な
わ
ち
大
早
越
で
大
頭
勤
仕
が
な
さ
れ
な

か
っ

た
。
ま
た
永
享
＝
年
の
頭
人
で
あ
る
衛
門
九
郎
は
「
ト
ノ
」
す
な
わ
ち
殿
呼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

称
で
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
少
な
く
と
も
永
享
＝
年
は
頭
人
個

人
の
経
済
的
な
事
情
で
御
供
頭
に
な
っ
た
と
は
い
い
が
た
い
。
こ
の
こ
と
と
永
享
一

〇
・
＝
年
と
連
年
で
「
大
頭
ト
マ
ル
」
と
記
載
さ
れ
て
お
り
そ
の
前
後
に
類
例
が

な
い
と
こ
ろ
な
ど
か
ら
み
て
、
こ
の
二
例
は
永
享
五
年
の
よ
う
な
早
魅
な
ど
の
社
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）

的
な
事
情
に
よ
り
、
通
例
の
大
頭
祭
祀
が
中
止
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
初
見
例
・
第
二
例
を
異
例
と
し
て
除
く
と
、
他
は
す
べ
て
一
五
七
〇
年
以
降

の

も
の
な
の
で
あ
る
。
御
供
頭
と
は
、
一
六
世
紀
後
期
に
特
徴
的
な
事
例
で
あ
る
と

い
え
よ
う
。

　
御
供
頭
と
関
連
し
て
注
目
さ
れ
る
の
が
、
一
五
五
〇
（
天
文
一
九
）
年
か
ら
一
五

七

七

（天
正

五
）
年
の
年
紀
を
も
つ
大
頭
助
成
日
記
の
存
在
で
あ
る
（
上
田
七
）
。

「大
頭
助
成
之
日
記
」
と
い
う
書
出
を
も
つ
こ
の
文
書
は
、
米
酒
五
升
を
標
準
と
し

て

「大
頭
ス
ケ
モ
ノ
」
す
な
わ
ち
大
頭
頭
人
に
対
す
る
助
成
を
数
年
分
書
き
上
げ
た

も
の
で
あ
る
。
朝
倉
氏
は
、
こ
れ
を
頼
母
子
講
形
式
で
費
用
を
前
借
り
し
て
頭
役
負

担

を
は
た
し
た
も
の
と
み
て
い
る
（
文
献
⑫
）
。
頼
母
子
講
か
ど
う
か
は
と
も
か

く
、
座
衆
た
ち
が
相
互
に
大
頭
勤
仕
の
助
成
を
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
少
な

く
と
も
一
六
世
紀
に
は
、
大
頭
勤
仕
は
こ
の
よ
う
に
特
別
な
支
出
扶
助
策
を
と
ら
ね

ば

な
ら
な
い
ほ
ど
大
変
な
負
担
と
な
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
こ
の
大
頭
助

成
が
終
了
す
る
こ
ろ
か
ら
御
供
頭
が
急
増
す
る
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
ど
う
し
て
一
六
世
紀
（
後
期
）
に
御
供
頭
が
増
え
た
り
大
頭
助
成
が

14
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表6公事家一覧

No， 西暦 地　　　　域 人　　　名 頭役の種別 肩書など 備　　　　　　考

1 1448 ニシタニ　ヲニシ 衛門四郎殿子 不明 タウノモト・クシヤ 入座のみか

2 1464 　、ミ不テラ　カト 鬼若丸 不明 クシヤ 入座のみか

3 1465 ヒラヲ　ナカノ 衛門五郎跡継 不明 クシヤ 入座のみか

4 1467 ヲウキタ 不明 不明 クシヤ 入座のみか

5 1521 ニシタニ　カミスキモト 畝千代 不明 公事屋 「此公事家ハ次男アラハモタスヘキタメ也」

6 1547 ニシタニ　ヲニシ 六郎三郎（太若） 九月頭 公事屋 姉の死亡により天文15年の頭役が遅延した

7 1552 ミネテラ　カト 梅千代 九月頭 クシヤ

8 1564 ニシタニ　カヘヤ（カヒヤ） 不明 不明 公事屋 大堂造営のための入衆

9 1567 ニシタニ　キタ 不明 十一月頭代 公事屋 入衆のみか、または地下営みの代行

10 1572 ニシタニ　シモミナミ 不明 大頭代行 公事屋 地下営みの代行。ヲリコメ受けず

11 1582 　、ミ不テラ　カト 五郎衛門 御供頭 クシヤ 御神酒のみ献上

（註）このほか大頭入衆日記1465（寛正6）・1576（天正4）年条に公事家がみえるが、入衆でもなく頭役も勤めていないので、本表には掲げていない。

お

こ
な
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
ま
ず
注
意
さ
れ
る
の
が
大
頭
入
衆
日
記
一

五
七
〇

（永
禄
一
三
）
年
条
の
次
の
記
事
で
あ
る
。

　
　
永
禄
拾
参
年
庚
午
九
月
七
日
入
衆
　
西
谷
下
コ
ヤ
左
衛
門
九
郎

　
　
　
　
　
（
頭
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
御
供
）
　
　
　
　
　
　
（
営
）

　
　
　
コ
ノ
タ
ウ
ワ
、
左
衛
門
九
郎
ヨ
ワ
キ
ニ
ヨ
リ
、
コ
ク
マ
テ
ニ
テ
井
ト
ナ
ム
也

こ
れ
に
よ
る
と
、
左
衛
門
九
郎
は
「
ヨ
ワ
キ
」
す
な
わ
ち
経
済
的
に
苦
し
い
の
で
御

供
だ

け
を
勤
仕
し
た
と
い
う
。
こ
れ
は
一
六
世
紀
（
後
期
）
に
お
け
る
御
供
頭
記
事

の
最
初
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
以
降
の
記
事
に
は
こ
の
よ
う
な
事
情
説
明
は
付
さ
れ

な
く
な
る
が
、
前
述
し
た
よ
う
な
永
享
一
〇
・
＝
年
の
状
況
と
は
異
な
り
、
一
六

世
紀
後
期
の
御
供
頭
が
頭
人
の
個
人
的
な
困
窮
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て

い

る
と
い
え
よ
う
。

　
個
人
が
勤
仕
す
る
頭
役
か
ら
惣
地
下
営
み
へ
と
変
化
す
る
背
景
と
し
て
、
こ
の
よ

う
な
座
衆
各
人
の
経
済
的
困
窮
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
地
域
別
勤
仕
順
が

確
立

し
た
段
階
で
は
、
個
人
の
頭
役
負
担
が
困
難
な
と
き
に
そ
れ
を
肩
代
わ
り
し
請

け
負
う
形
で
惣
地
下
営
み
が
な
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
い

ま
ひ
と
つ
注
意
し
た
い
の
が
「
公
事
家
」
の
記
載
で
あ
る
。
さ
き
に
み
た
よ
う

に
公
事
家
で
入
衆
ま
た
は
大
頭
を
勤
仕
し
た
者
は
入
衆
・
大
頭
四
七
九
人
の
う
ち
わ

ず
か
＝
人
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
般
的
な
非
公
事
家
の
座
衆
に
対
し
て
、
公
事

家
が
特
別
な
座
衆
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
の
が
、
公
事
家
記
載
で
あ
る
と
い
え
よ

・つ
。　

そ
れ
で
は
何
故
に
公
事
家
記
載
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
表
6
は
、
大
頭
入

衆

日
記
に
み
え
る
入
衆
・
大
頭
を
勤
仕
し
た
公
事
家
の
一
覧
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る

と
、
公
事
家
記
載
は
一
四
四
入
（
文
安
五
）
年
に
み
え
は
じ
め
て
、
一
四
六
七
（
文

正

二
）
年
ま
で
四
例
み
え
る
。
そ
の
後
し
ば
ら
く
空
白
期
間
が
続
き
、
一
五
二
一

（永

正
一
八
）
年
か
ら
最
終
例
ま
で
七
例
み
ら
れ
る
。
一
五
世
紀
に
は
四
例
だ
け
だ

っ

た
も
の
が
、
一
六
世
紀
後
期
に
は
前
世
紀
の
ほ
ぼ
倍
の
七
例
に
ま
で
増
え
た
の
で

あ
る
。

　
公
事
家
記
載
と
関
連
し
て
想
起
し
た
い
の
は
、
御
供
頭
や
大
頭
助
成
の
存
在
で
あ

15
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る
。
一
六
世
紀
後
期
に
は
、
公
事
家
記
載
が
増
加
し
、
そ
の
一
方
で
大
頭
助
成
が
な

さ
れ
た
り
御
供
頭
が
増
加
し
た
。
公
事
家
と
し
て
大
頭
を
勤
め
る
も
の
、
そ
の
対
極

に
「
ヨ
ワ
キ
」
ゆ
え
に
大
頭
を
ま
と
も
に
勤
め
ら
れ
な
い
者
。
こ
れ
は
、
入
衆
や
頭

役
を
勤
仕
す
る
座
衆
間
の
経
済
格
差
が
拡
大
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
理
解
す
る
う
え
で
重
要
な
の
は
、
さ
き
に
み
た
惣
郷
祭
祀
の

範
囲
の
問
題
で
あ
る
。
竜
門
惣
郷
の
祭
祀
は
、
一
四
世
紀
前
期
に
は
「
竜
門
七
郷
」

と
い
う
範
囲
が
基
幹
で
あ
っ
た
が
、
一
六
、
七
世
紀
に
は
そ
の
倍
の
一
五
ヶ
村
ほ
ど

の
地
域

に
拡
大
し
て
い
た
。
こ
れ
は
、
地
域
的
に
も
ま
た
人
員
と
し
て
も
竜
門
惣
郷

祭
祀
の
範
囲
が
拡
大
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
そ
こ
で
想
起
さ
れ

る
の
が
、
新
座
衆
の
存
在
で
あ
る
。

3
　
新
座
衆

　
中
近
世
移
行
期
の
竜
門
惣
郷
に
お
い
て
、
「
新
座
衆
」
な
ど
の
史
料
用
語
は
み
ら

れ

な
い
。
し
か
し
、
中
近
世
移
行
期
村
落
に
お
い
て
新
座
衆
の
台
頭
と
い
う
事
態
は

一
般
的
で
あ
り
、
同
じ
吉
野
川
（
紀
ノ
川
）
流
域
の
宮
座
（
紀
伊
国
荒
川
荘
な
ど
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

に
お
い
て
も
顕
著
で
あ
る
。

　
一
七
四
八
（
寛
延
元
）
年
の
河
原
屋
村
、
大
名
持
神
社
（
大
汝
宮
）
宮
座
に
関
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

て
、
次
の
よ
う
な
史
料
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
座
平
中
）

　
　
一
當
村
、
名
相
改
之
儀
、
狼
二
改
不
申
筈
二
候
、
為
祝
儀
と
さ
へ
中
之
内
、
元

　
　
　
家
六
軒
之
儀
ハ
先
格
之
通
二
米
壼
斗
ツ
・
、
其
外
ハ
都
而
米
五
升
ツ
・
出
し

　
　
　
氏
神
修
覆
料
二
可
致
候
、
神
主
も
右
六
軒
並
二
候

　
近
世
の
大
名
持
神
社
宮
座
に
お
い
て
は
、
「
元
家
六
軒
」
及
び
神
主
と
そ
の
他
の

「座
平
中
」
と
の
間
に
格
差
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
「
元
家
」
と
い
う
呼
称
か
ら
も
わ

か

る
よ
う
に
、
こ
れ
は
中
近
世
移
行
期
の
本
座
衆
（
年
寄
衆
・
座
衆
）
に
相
当
す
る

も
の
と
思
わ
れ
る
。
座
平
中
は
、
「
平
」
と
い
う
呼
称
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
元
家
よ

り
も
格
下
の
座
衆
で
あ
り
、
新
座
衆
に
相
当
す
る
で
あ
ろ
う
。
元
家
と
座
平
中
と
の

差

別
は
、
中
近
世
移
行
期
の
本
座
衆
と
新
座
衆
と
の
間
の
差
別
に
淵
源
し
て
い
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。

　
元
家
六
軒
と
同
格
と
さ
れ
て
い
る
大
名
持
神
社
神
主
に
注
目
し
た
い
。
さ
き
に
み

た
大
頭
入
衆
日
記
の
応
永
七
年
条
を
想
起
し
た
い
。
そ
こ
に
は
、
竜
門
宮
宝
前
に
着

座
す
る
天
満
宮
神
主
殿
と
大
汝
宮
神
主
殿
の
姿
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
大
汝
宮
神

主

は
竜
門
惣
郷
宮
座
の
座
衆
な
の
で
あ
る
。
こ
の
大
汝
宮
神
主
（
近
世
の
大
名
持
神

社
神
主
）
と
同
格
の
元
家
六
軒
も
当
然
、
竜
門
惣
郷
宮
座
の
（
本
）
座
衆
で
あ
っ
た

と
い
え
よ
う
。
大
名
持
神
社
の
元
家
と
座
平
中
の
差
別
は
、
惣
郷
レ
ベ
ル
の
祭
祀
と

も
連
動
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
も
中
近
世
移
行
期
の
竜
門
惣
郷
に
お
い

て
、
本
座
衆
（
年
寄
衆
・
座
衆
）
と
新
座
衆
と
の
差
別
・
葛
藤
が
あ
っ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

　

た
だ
、
竜
門
惣
郷
の
祭
祀
に
お
い
て
新
座
衆
な
ど
の
史
料
用
語
が
顕
著
に
み
ら
れ

な
い
の
は
、
こ
の
地
域
に
お
け
る
新
座
衆
の
台
頭
が
、
河
原
屋
村
の
例
か
ら
わ
か
る

よ
う
に
、
ま
ず
は
個
別
村
落
の
宮
座
に
お
け
る
動
向
と
し
て
あ
ら
わ
れ
た
か
ら
で
あ

ろ
う
。
こ
の
新
座
衆
の
動
向
は
、
個
別
村
落
宮
座
を
通
し
て
、
竜
門
惣
郷
祭
祀
全
体

に
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
公
事
家
記
載
が
一
六
世
紀
後
期
に
増
加
す
る
の
も
、
新
座
衆
の
増
加
・
台
頭
と
関

連

し
て
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
公
事
家
及
び
そ
れ
に
類
す
る
者
が
通
例
と
し
て
頭

役
を
勤
仕
し
て
い
た
段
階
で
は
、
公
事
家
記
載
は
不
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
新
座
衆

が
増
加
し
て
非
公
事
家
や
新
参
優
勢
者
に
よ
る
頭
役
勤
仕
が
増
え
て
く
る
と
、
本
座

衆
（
年
寄
衆
・
座
衆
）
に
と
っ
て
は
、
公
事
家
が
頭
役
を
勤
仕
す
る
こ
と
が
顕
彰
す

べ
き
特
記
事
項
と
な
っ
て
い
っ
た
に
違
い
な
い
。
こ
れ
が
、
当
該
期
に
お
い
て
大
頭

入
衆

日
記
に
公
事
家
記
載
が
増
え
た
一
因
で
あ
ろ
う
。

　
最
後
に
、
新
座
衆
の
増
加
・
台
頭
の
背
景
を
考
え
て
み
た
い
。

　
大
頭
入
衆
日
記
の
一
五
六
六
（
永
禄
九
）
年
条
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ

る
。

　
　
　
　
（
渡
り
廊
　
下
）
　
　
（
召
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
下
米
）
　
　
（
下
）

　
　

宮
之
ワ
タ
リ
ロ
ウ
カ
、
メ
サ
レ
ヘ
キ
ニ
ヨ
ツ
テ
、
ヲ
リ
コ
メ
ハ
ヲ
リ
ス
候

16
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表7　下米一覧

No． 西暦 地　　　域 頭人名 頭役の種別 宮座からの助成 備　　　　　　考
1 1445 （ヒラヲ） 藤六殿 大頭代行 ヲリ米（下米）2石8斗 兵衛四郎殿の大頭代行

2 1566 ニシタニ　ミナミ 五郎兵衛殿 九月頭 ヲリコメ（下米）やタウ衆のカケコ

メ（懸米）もなし

宮の渡廊下修造のため

3 1572 ニシタニ　シモミナミ 地下 御供頭 ヲリコメ（下米）を受けず 地名表記はないが、入衆が西谷下南公

事家であることから推定した

4 1573 ニシタニ　カミコウヤ 甚四郎 九月頭 ヲリコメ（下米）5石2斗8升受領

5 1574 カワラヤ 弥三郎 御供頭 ヲリコメ（下米）なし

6 1575 ニシタニ　ムロ 不明 御供頭 ヲリコメ（下米）なし 御神酒のみ献上

7 1576 ニシタニ　オオニシ 地下 御供頭代行 ヲリ米（下米）なし 入衆は西谷大西公事家。御供のみ献上

8 1578 ミネテラ　マツモト 弥七郎 御供頭 ヲリ米（下米）なし 御神酒のみ献上

（註）本表は、大頭入衆日記（上田家文書1号）にみえるヲリコメ　（下米）記事を集めたものである。

　

こ
れ
は
、
竜
門
宮
の
渡
り
廊
下
を
修
繕
す
る
た
め
に
、
頭
人
に
下
行
さ
れ
る
は
ず

の

「
ヲ
リ
コ
メ
」
が
下
さ
れ
な
い
と
い
う
意
味
の
記
事
で
あ
る
。
こ
の
「
ヲ
リ
コ

メ
」
と
は
、
何
だ
ろ
う
か
。

　
一
四
五
五
（
康
正
元
）
年
の
造
営
方
仕
日
記
（
上
田
一
三
）
に
は
、
次
の
よ
う
な

記
載
が
あ
る
。

　
　
六
斗
大
頭
ノ
下
行
米
　
頭
人
ニ
シ
タ
ニ
ノ
ム
ロ
ノ
助
三
郎
ノ
方
ヘ
ヲ
ロ
ス

　
　
請
取
テ
新
五
郎
ト
ノ
丙
子
三
月
一
日

　
　
一
石
五
斗
下
行
同
大
頭
米
新
五
郎
殿
請
取

　
　
　
合
二
石
ナ
リ
丙
子
三
月
廿
日

こ
れ
に
よ
る
と
、
頭
人
の
ム
ロ
ノ
助
三
郎
ノ
方
に
六
斗
の
下
行
米
を
「
ヲ
ロ
」
し
た

と
い
う
。
こ
れ
は
、
大
頭
入
衆
日
記
の
康
正
二
年
（
丙
子
）
条
の
「
勤
仕
ム
ロ
ノ
助

三
郎
」
と
い
う
記
載
と
も
整
合
す
る
。
造
営
方
仕
日
記
に
は
、
康
正
三
（
長
禄
元
）

年
、
大
頭
の
右
馬
五
郎
に
対
し
て
四
月
二
九
日
に
二
石
を
下
行
し
て
お
り
、
一
四
六

三

（寛
正
四
）
年
に
は
大
頭
の
ヒ
ラ
ヲ
衛
門
五
郎
殿
に
二
石
を
下
行
し
て
い
る
。
こ

れ

ら
の
記
事
い
ず
れ
も
が
、
大
頭
入
衆
日
記
の
記
載
と
整
合
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
記
載
か
ら
「
ヲ
リ
コ
メ
」
と
は
「
下
米
」
で
、
竜
門
惣
郷
か
ら
大
頭
頭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

人

に
下
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
確
認
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）

　
大
頭
入
衆
日
記
で
は
さ
き
の
永
禄
九
年
以
前
に
は
、
文
安
二
年
条
を
の
ぞ
い
て
は

ヲ
リ
コ
メ
の
記
事
は
み
あ
た
ら
な
い
。
ヲ
リ
コ
メ
が
頭
人
に
だ
さ
れ
る
の
は
通
例
で

あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
一
四
五
五
（
康
正
元
）
年
か
ら
一
四
六
三
（
寛
正
四
）
年
に
わ
た
る
造
営
方
仕
日

記
の

期
間
、
竜
門
宮
造
営
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ヲ
リ
コ
メ
は
下
行
さ
れ
た
。
こ
れ

は
、
竜
門
惣
郷
の
財
政
的
な
努
力
の
賜
物
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
一
五
六
六
（
永
禄
九
）
年
に
お
い
て
は
、
竜
門
宮
の
渡
り
廊
下
の
造
営

が
な
さ
れ
た
だ
け
で
も
ヲ
リ
コ
メ
は
下
行
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
大
頭
入
衆
日

記
永
禄
九
年
条
の
記
載
に
は
、
竜
門
惣
郷
財
政
の
大
き
な
転
換
を
予
感
さ
せ
る
も
の

が
あ
る
。
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表
7
は
、
大
頭
入
衆
日
記
に
み
え
る
ヲ
リ
コ
メ
の
一
覧
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る

と
、
永
禄
九
年
か
ら
ほ
ど
な
い
一
五
七
二
（
元
亀
三
）
年
か
ら
一
五
七
入
（
天
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）

六
）
年
ま
で
、
ほ
ぼ
連
年
に
ヲ
リ
コ
メ
が
下
行
さ
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
状
況
を
も
た
ら
し
た
直
接
の
要
因
は
不
明
だ
が
、
少
な
く
と
も
竜
門
惣
郷
の
財

政
が
厳
し
く
な
り
動
揺
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
さ
き
に
み
た
よ
う
に
、
一
五
五
一
（
天
文
二
〇
）
年
か
ら
一
五
七
七
（
天
正
五
）

年
に
か
け
て
座
衆
相
互
で
大
頭
の
助
成
が
な
さ
れ
た
。
こ
れ
に
は
、
頭
人
各
人
の
経

済
的
な
事
情
と
と
も
に
、
惣
郷
財
政
の
緊
縮
化
に
と
も
な
い
ヲ
リ
コ
メ
が
下
行
さ
れ

な
く
な
っ
た
こ
と
も
関
連
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

こ
の
よ
う
な
惣
郷
財
政
の
動
揺
と
の
関
連
で
注
目
す
べ
き
は
、
家
役
で
あ
る
。
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
0
）

き
に
引
い
た
寛
延
元
年
の
大
名
持
神
社
の
史
料
を
い
ま
い
ち
ど
読
み
返
そ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
座
平
中
）

　
　
一
當
村
、
名
相
改
之
儀
、
狼
二
改
不
申
筈
二
候
、
為
祝
儀
と
さ
へ
中
之
内
、
元

　
　
　
家
六
軒
之
儀
ハ
先
格
之
通
二
米
壼
斗
ツ
・
、
其
外
ハ
都
而
米
五
升
ツ
・
出
し

　
　
　
氏
神
修
覆
料
二
可
致
候
、
神
主
も
右
六
軒
並
二
候

　

こ
れ
は
、
座
衆
の
改
名
に
際
し
て
改
名
者
か
ら
だ
さ
れ
る
祝
儀
を
氏
神
大
名
持
神

社
の
修
覆
料
に
あ
て
る
と
い
う
記
事
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
祝
儀
と
い
っ
て
も
任
意
の

も
の
で
は
な
く
、
一
種
租
税
化
し
た
負
担
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
元

家
六
軒
や
神
主
の
み
な
ら
ず
、
「
座
平
中
」
も
「
軒
別
」
に
米
五
升
ず
つ
の
支
出
、

す
な
わ
ち
家
役
を
負
担
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

　
元
家
六
軒
及
び
神
主
の
一
斗
の
負
担
に
対
し
、
一
般
の
座
平
中
の
負
担
は
五
升
で

あ
る
。
こ
の
差
は
小
さ
く
な
い
。
し
か
し
、
五
升
で
あ
れ
座
平
中
が
負
担
し
て
い
る

こ
と
は
、
座
平
中
に
確
実
に
宮
座
内
に
お
け
る
発
言
権
を
も
た
ら
し
た
に
違
い
な

い
。
元
家
六
軒
と
と
も
に
座
平
中
が
氏
神
宮
座
を
奉
斎
で
き
た
背
景
に
は
、
こ
の
家

役
負
担
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
座
平
中
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
中
近
世
移
行
期
の
新
座
衆
に
淵
源
す
る
。
そ

し
て
家
役
の
賦
課
も
、
他
地
域
の
例
か
ら
み
て
中
近
世
移
行
期
に
確
実
に
遡
及
す
る

　
　
　
　
　
　
（
4
1
）

も
の
な
の
で
あ
る
。
中
近
世
移
行
期
宮
座
に
お
い
て
新
座
衆
が
台
頭
で
き
た
根
拠
に

は
、
こ
の
よ
う
な
家
役
の
負
担
が
あ
っ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

　
新
座
衆
に
対
し
て
家
役
を
賦
課
す
る
た
め
に
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
新
座
衆
の
家

が
確
立

し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
家
役
負
担
を
根
拠
と
す
る
新
座
衆
台
頭
の
背

景

に
は
、
中
近
世
移
行
期
村
落
に
お
い
て
広
範
囲
に
お
よ
ぶ
家
の
確
立
・
普
遍
化
が

あ
っ
た
。

　
前
述
の
よ
う
に
一
六
世
紀
中
期
、
竜
門
惣
郷
は
家
の
論
理
を
座
の
規
範
と
し
た
。

し
か
し
、
新
た
に
導
入
し
た
家
の
論
理
は
、
竜
門
惣
郷
財
政
の
逼
迫
状
況
の
な
か

で
、
本
来
の
目
的
と
は
異
な
る
結
果
を
生
ん
だ
。
家
役
の
賦
課
は
、
新
座
衆
の
家
を

承
認
す
る
結
果
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
竜
門
惣
郷
レ
ベ
ル
で
も
個
別

村
落
レ
ベ
ル
で
も
同
様
に
進
行
し
た
事
態
で
あ
っ
た
ろ
う
。
宮
座
に
お
け
る
家
の
論

理

は
、
新
た
に
家
を
形
成
し
た
新
座
衆
が
宮
座
に
食
い
込
む
た
め
の
窓
口
ま
た
は
回

路
と
し
て
の
機
能
を
果
た
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

　
惣
郷
財
政
の
動
揺
に
よ
り
大
頭
も
十
分
に
勤
仕
さ
れ
な
く
な
る
。
そ
れ
を
補
完
す

る
形
で
、
惣
地
下
営
み
が
顕
在
化
し
て
い
く
。
こ
の
よ
う
な
個
別
村
落
の
宮
座
は
、

新
座
衆
の
台
頭
を
原
動
力
と
し
家
役
を
基
盤
と
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
惣
地

下
営
み
の
増
加
は
、
台
頭
す
る
新
座
衆
の
動
向
を
背
景
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

④
竜
門
惣
郷
と
村

　

こ
れ
ま
で
、
一
五
世
紀
以
降
の
竜
門
惣
郷
祭
祀
頭
役
の
変
化
に
つ
い
て
具
体
的
に

み
て

き
た
。
こ
こ
で
は
、
従
来
の
研
究
に
お
け
る
評
価
を
検
討
し
つ
つ
、
竜
門
惣
郷

祭
祀
の
変
化
を
個
別
村
落
と
の
関
係
か
ら
考
え
て
み
た
い
。

　
中
近
世
移
行
期
に
お
け
る
竜
門
惣
郷
祭
祀
の
変
化
を
、
従
来
の
研
究
は
次
の
よ
う

に

評
価
し
て
い
る
（
文
献
⑦
・
⑨
・
⑫
）
。

（
A
）
竜
門
惣
郷
宮
座
は
崩
壊
し
た
。

（
B
）
竜
門
惣
郷
宮
座
の
崩
壊
は
、
豊
臣
秀
長
の
大
和
入
国
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　
そ
の
論
拠
と
し
て
、
ま
ず
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
天
正
七
年
の
集
議
掟
書
案
（
上
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田
一
六
）
の
存
在
で
、
そ
こ
で
褒
賞
金
が
設
け
ら
れ
た
り
結
束
の
強
化
が
う
た
わ
れ

て

い

る
の
は
宮
座
崩
壊
の
兆
候
だ
と
す
る
理
解
で
あ
る
。

　
二
点
目
と
し
て
は
、
天
正
一
二
年
で
大
頭
入
衆
日
記
が
終
わ
っ
て
い
る
こ
と
。
こ

れ
が
竜
門
惣
郷
宮
座
崩
壊
の
直
接
的
な
論
拠
と
さ
れ
て
い
る
。

　
三
点
目
に
は
、
天
正
二
二
年
に
豊
臣
秀
長
が
大
和
に
入
国
し
て
地
侍
的
名
主
の
特

権
を
剥
奪
し
た
こ
と
。

　
以
上

の
三

点
か
ら
、
大
和
に
入
国
し
た
豊
臣
秀
長
に
よ
っ
て
宮
座
が
崩
壊
さ
せ
ら

れ
た

と
評
価
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
次

に
、
こ
の
評
価
に
対
す
る
疑
問
点
を
あ
げ
て
み
た
い
。

　
ま
ず
（
B
）
に
つ
い
て
。
秀
長
の
入
国
と
竜
門
惣
郷
宮
座
の
変
化
と
を
直
接
つ
な

ぐ
も
の
は
何
も
な
い
と
い
う
点
を
指
摘
し
た
い
。
こ
の
論
拠
を
支
え
て
い
る
も
の

は
、
近
世
統
一
政
権
に
関
す
る
一
般
的
な
評
価
か
ら
の
類
推
に
過
ぎ
な
い
。

　

こ
の
評
価
は
、
竜
門
惣
郷
そ
の
も
の
に
関
す
る
評
価
と
も
関
連
し
て
い
る
。
朝
倉

氏

は
竜
門
惣
郷
を
「
武
士
の
党
的
連
合
を
模
し
た
感
。
村
落
内
部
は
お
そ
ら
く
同
族

支

配
」
と
評
し
て
い
る
（
文
献
⑨
）
。
こ
れ
は
、
竜
門
惣
郷
を
公
事
家
の
集
団
と
解

し
た
り
、
竜
門
惣
郷
の
広
域
性
な
ど
か
ら
類
推
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、

こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
竜
門
惣
郷
を
公
事
家
集
団
と
解
す
る
根
拠
は
成
り
立

た
な
い
。
ま
た
竜
門
惣
郷
の
範
囲
も
当
初
か
ら
広
域
で
は
な
い
し
、
ま
た
広
域
だ
か

ら
武
士
の
党
的
連
合
を
模
し
た
と
評
価
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
村
落
内
部
は
お
そ

ら
く
同
族
支
配
と
い
う
の
も
、
根
拠
の
な
い
推
測
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
竜
門
惣

郷
は

武
士
の
党
的
な
集
団
だ
か
ら
秀
長
に
よ
っ
て
滅
ぼ
さ
れ
た
と
い
う
議
論
に
は
、

根
拠
は
な
い
。

　
秀
長
入

国
に
よ
る
宮
座
崩
壊
論
は
、
領
主
の
恣
意
と
い
う
外
在
的
な
論
理
の
み
の

議
論
で

あ
る
。
そ
こ
で
は
、
竜
門
惣
郷
内
部
の
要
素
は
全
く
捨
象
さ
れ
て
い
る
。
統

一
政
権
の
政
策
な
ど
の
外
在
的
な
要
因
に
つ
い
て
も
、
竜
門
惣
郷
内
部
の
状
況
を
通

し
て
評
価
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
次

に
（
A
）
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
一
六
七
一
（
寛
文
一
一
）
年
、
竜
門
の
宮

郷
二

一

ヶ
村
は
郷
中
寄
合
を
お
こ
な
い
、
天
満
宮
・
高
梓
宮
の
造
営
・
正
遷
宮
に
伴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）

う
演
能
桟
敷
の
村
ご
と
の
費
用
負
担
割
を
取
り
決
め
た
。
こ
こ
か
ら
、
一
七
世
紀
後

期
に
お
い
て
も
竜
門
宮
郷
は
竜
門
宮
を
軸
に
活
動
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

中
近
世
移
行
期
の
惣
地
下
営
み
の
延
長
線
上
に
こ
の
よ
う
な
村
割
り
の
費
用
負
担
方

式
が
あ
る
こ
と
は
、
い
う
ま
で
も
あ
る
ま
い
。
こ
の
こ
と
だ
け
で
も
、
中
近
世
移
行

期
に
竜
門
惣
郷
祭
祀
が
崩
壊
し
た
と
は
評
価
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
約
一
〇
〇
年
後
の
一
七
九
七
（
寛
政
九
）
年
、
二
一
ヶ
村
の
庄
屋
が
集
会

し
、
「
郷
中
集
会
」
を
再
興
す
る
こ
と
を
決
め
て
い
る
（
文
献
⑩
）
。
こ
の
郷
中
集
会

と
は
、
「
於
当
社
前
往
古
正
中
二
丑
年
九
月
七
日
郷
中
集
会
始
、
文
禄
年
中
之
比
迄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）

引
続
興
行
有
之
、
其
後
中
絶
二
相
成
候
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
竜
門
宮
の
大
頭
を

意
味
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

た
だ
し
こ
れ
は
、
大
頭
の
復
活
で
は
な
い
。
一
年
に
一
度
、
八
月
七
日
に
各
村
か

ら
村
役
人
が
一
人
ず
つ
で
て
会
合
し
、
村
を
代
表
し
て
参
詣
す
る
と
い
う
形
の
「
再

興
」
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
大
頭
と
は
日
時
も
異
な
る
し
、
頭
役
制
の
復
活
で
も

な
い
。

　
郷
中
集
会
は
文
禄
年
中
の
頃
ま
で
興
行
さ
れ
、
そ
の
後
に
中
絶
し
た
と
い
う
記
述

を
信
用
す
れ
ば
、
大
頭
は
大
頭
入
衆
日
記
の
終
わ
り
に
ほ
ど
近
い
時
期
に
廃
止
さ
れ

た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
さ
き
の
寛
文
一
一
年
遷
宮
の
史
料
に
み
ら
れ
る
よ
う

に
、
宮
郷
の
祭
祀
そ
の
も
の
は
姿
を
変
え
な
が
ら
も
続
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
の

点
か
ら
、
中
近
世
移
行
期
の
竜
門
惣
郷
の
祭
祀
は
、
崩
壊
で
は
な
く
変
質

と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
変
質
に
よ
っ
て
竜
門
惣
郷
の
祭
祀
は
次
第

に
衰
退
し
て
い
っ
た
。
寛
政
九
年
の
史
料
に
「
自
然
与
郷
中
疎
遠
之
様
」
に
な
っ
た

の

は
、
郷
中
集
会
が
な
く
な
っ
た
た
め
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
あ
き
ら
か

に
宮
郷
祭
祀
の
衰
微
し
た
姿
が
あ
る
。

　
寛
政
九
年
の
「
再
興
」
は
、
各
村
ご
と
に
村
役
人
一
人
が
村
を
代
表
し
て
竜
門
宮

に
参
詣
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
段
階
で
は
も
は
や
、
個
別
村
落
と
い
う
単
位
を

抜
き
に
し
て
は
惣
郷
祭
祀
は
考
え
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
竜
門
惣
郷
祭
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祀
の

変
質
・
衰
退
の
背
景
に
、
中
近
世
移
行
期
以
来
の
個
別
村
落
単
位
の
結
集
に
対

す
る
比
重
の
高
ま
り
、
個
別
村
落
宮
座
の
台
頭
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
こ
の
点
か
ら
も

明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　
惣
地
下
営
み
が
普
遍
化
し
地
域
順
の
頭
役
勤
仕
が
確
立
す
れ
ば
、
竜
門
惣
郷
と
し

て

問
題
と
な
る
の
は
、
い
つ
ど
の
村
が
勤
仕
す
る
の
か
と
い
う
点
に
絞
ら
れ
て
い

く
。
大
頭
入
衆
日
記
の
記
載
が
な
さ
れ
な
く
な
る
の
は
、
こ
の
よ
う
に
竜
門
惣
郷
が

頭
人
個
人
を
直
接
把
握
す
る
必
要
が
な
く
な
っ
て
い
っ
た
た
め
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

こ
の
流
れ
の
な
か
で
座
衆
個
々
人
の
関
心
が
、
竜
門
惣
郷
で
の
頭
役
差
定
よ
り
も

個
別
村
落
（
宮
座
）
に
お
け
る
頭
役
賦
課
へ
と
移
っ
て
い
く
の
は
自
然
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
座
衆
各
人
の
困
窮
や
惣
郷
財
政
の
逼
迫
し
た
状
況
の
な
か
で
は
、
竜
門
惣
郷

宮
座
の
祭
祀
と
個
別
村
落
宮
座
の
祭
祀
と
の
二
重
負
担
に
対
す
る
経
済
的
な
重
圧
感

が
強
ま
る
こ
と
は
必
定
で
あ
る
。
そ
の
と
き
座
衆
た
ち
は
、
竜
門
惣
郷
祭
祀
よ
り
も

個
別
村
落
宮
座
を
選
び
、
そ
こ
に
結
集
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
個
別
村
落
宮
座
へ
の
結
集
、
竜
門
惣
郷
祭
祀
の
衰
退
と
い
う
動
向
の
背
景
を
、
こ

の

よ
う
に
見
通
し
て
お
き
た
い
。

お

わ
り
に

　
筆
者
は
こ
れ
ま
で
、
中
世
村
落
の
宮
座
を
村
落
財
政
と
の
関
連
か
ら
村
落
内
身
分

　
　
　
　
　
　
　
（
4
4
）

と
し
て
把
握
し
て
き
た
。
そ
し
て
中
近
世
移
行
期
の
年
寄
衆
・
座
衆
身
分
が
次
第
に

衰
退

し
、
か
わ
っ
て
本
百
姓
と
い
う
公
民
支
配
身
分
が
浸
透
し
て
く
る
と
い
う
見
通

し
を
示
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
近
世
村
落
に
お
い
て
も
宮
座
は
存
続
し
て
い

る
。
こ
の
近
世
宮
座
を
衰
退
し
つ
つ
あ
る
村
落
内
身
分
と
把
握
す
る
の
み
で
は
か
な

ら
ず
し
も
十
分
で
は
な
い
。
そ
こ
で
注
目
し
た
い
の
が
、
家
格
制
で
あ
る
。

　
一
七
四
八
（
寛
延
元
）
年
の
河
原
屋
村
大
名
持
神
社
の
事
例
を
想
起
し
た
い
。
こ

こ
で
は
、
「
元
家
」
と
一
般
の
「
座
平
中
」
と
の
間
に
家
役
の
負
担
量
に
差
が
設
け

ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
当
然
、
祭
祀
な
ど
の
場
で
家
格
の
差
と
し
て
顕
れ
て
く
る
は

ず
で
あ
る
。
竜
門
郷
で
は
、
衰
退
し
た
惣
郷
宮
座
で
は
な
く
そ
の
な
か
で
顕
在
化
し

た
個
別
村
落
宮
座
が
、
村
落
内
身
分
か
ら
家
格
制
へ
の
橋
渡
し
役
で
あ
っ
た
。
中
近

世
移
行
期
村
落
の
宮
座
は
、
村
落
内
身
分
か
ら
家
格
制
へ
の
結
節
点
に
位
置
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

　
従
来
の
家
格
制
の
研
究
で
は
、
中
世
村
落
と
の
関
連
に
つ
い
て
十
分
な
見
通
し
が

示

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
中
世
村
落
史
研
究
が
村
落
内
身
分
や
家
の
問
題
に

つ
い

て
、
し
っ
か
り
と
成
果
を
示
し
て
な
か
っ
た
こ
と
に
一
因
が
あ
る
。
し
か
し
近

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
5
）

時
、
中
世
村
落
の
家
論
は
大
き
な
展
開
を
示
し
つ
つ
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
成
果
を
参

照

し
つ
つ
、
中
世
の
村
落
内
身
分
か
ら
近
世
の
家
格
制
へ
の
展
望
を
示
す
こ
と
が
可

能
と
な
っ
て
き
た
。
本
稿
は
、
そ
う
し
た
試
み
の
一
環
で
あ
る
。

　
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
の
村
落
の
宮
座
を
村
落
内
身
分
か
ら
家
格
制
へ
の
流
れ

の

な
か
で
い
か
に
把
握
で
き
る
か
、
こ
れ
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

　

こ
の
大
き
な
問
題
を
解
く
た
め
に
、
さ
ら
に
個
別
具
体
的
な
研
究
を
積
み
重
ね
て

い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
の
際
に
注
意
し
た
い
の
は
「
長
男
」
と
い
う
史
料
用
語
で

あ
る
。
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
に
よ
る
と
、
『
本
朝
世
紀
』
一
一
〇
三
（
康
和
五
）
年

一
二
月
二
〇
日
条
や
『
太
平
記
』
な
ど
に
、
「
第
一
子
」
の
意
を
も
つ
「
長
男
」
の

　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
6
）

用
例
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
事
例
は
、
古
記
録
や
文
学
作
品
の
も

の

で

あ
る
。
一
方
、
村
落
関
係
の
史
料
を
み
る
と
、
一
般
の
国
語
辞
典
に
は
通
常
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
7
）

げ
ら
れ
て
い
な
い
語
義
を
も
つ
「
長
男
」
に
出
会
う
。

　
中
世
の
村
落
文
書
に
み
え
る
「
時
長
男
」
、
「
宮
村
長
男
衆
」
、
「
村
人
長
男
中
老
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
8
）

な
ど
は
、
第
一
子
の
意
で
は
解
し
え
な
い
。
す
で
に
菅
浦
の
例
で
原
田
敏
丸
氏
が
指

摘

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
「
お
と
な
」
の
意
味
で
用
い
ら
れ
た

　
　
　
　
（
4
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
0
）

も
の
で
あ
る
。
「
時
長
男
」
と
い
う
表
現
は
、
「
当
時
の
乙
名
」
の
意
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
1
）

　
「
宮
村
長
男
衆
」
を
、
坂
田
氏
は
第
一
子
・
長
子
の
意
で
解
し
て
い
る
。
し
か

し
、
こ
の
文
書
（
宮
村
長
男
衆
官
職
所
望
状
）
に
あ
げ
ら
れ
た
一
一
人
の
う
ち
、
兵

衛
次
郎
、
太
郎
次
郎
、
左
衛
門
三
郎
、
太
郎
三
郎
な
ど
八
人
が
「
太
郎
」
で
は
な
い

こ
と
は
、
こ
の
「
長
男
」
が
第
一
子
の
意
味
で
は
な
い
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
と
い
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え
よ
う
。

　
村
落
社
会
に
お
い
て
「
長
男
」
と
い
う
語
は
、
ま
ず
は
「
古
老
・
乙
名
・
年
寄
」

の
意
で

用
い
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
そ
れ
が
近
世
の
あ
る
段
階

で
、
「
第
一
子
」
や
「
嫡
男
」
の
意
で
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
か
わ
っ
た
。
そ
こ
に
は

も
ち
ろ
ん
、
古
典
・
文
学
作
品
や
知
識
人
な
ど
か
ら
の
影
響
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
そ

の
語
義
を
受
容
し
て
い
っ
た
背
景
に
は
村
落
社
会
に
お
け
る
「
長
男
」
の
現
実
の
変

化
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る

　
そ
の
変
化
と
は
何
か
。
宮
座
へ
の
家
原
理
の
導
入
に
よ
り
、
家
の
嫡
男
が
座
の
継

承
者
と
し
て
年
寄
（
長
男
）
と
な
っ
て
い
く
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
長
男
の
語
に
嫡
男

の

意
が
付
着
し
て
い
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
「
長
男
」
の
語
義
の
変
化

は
、
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
の
宮
座
の
変
化
を
探
る
絶
好
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
思

わ
れ
る
。

　
「
長
男
」
の
語
義
変
化
と
そ
の
背
景
を
、
具
体
的
な
場
で
実
証
的
に
把
握
す
る
こ

と
。
こ
れ
が
、
問
題
解
決
の
第
一
歩
と
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

［付
記
］
本
論
文
は
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
特
定
研
究
「
地
域
社
会
に
お
け
る
基

層
信
仰
の
歴
史
的
研
究
」
の
一
環
で
あ
る
。
研
究
代
表
者
の
白
石
太
一
郎
先
生
以
下

共
同
研
究
者
の
方
々
に
は
、
多
く
の
ご
指
導
を
賜
っ
た
。

　
上

田
家
文
書
の
調
査
に
関
し
て
は
、
故
朝
倉
弘
氏
、
池
田
末
則
氏
、
上
田
杉
司
氏

の
ご

指
導
の
も
と
、
元
興
寺
文
化
財
研
究
所
、
同
研
究
所
の
稲
城
信
子
・
吉
井
敏
幸

両

氏
、
吉
野
町
立
吉
野
歴
史
資
料
館
の
ご
高
配
を
得
た
。
と
く
に
同
館
の
大
東
由
美

氏
に

は
、
文
書
調
査
・
現
地
調
査
全
般
に
わ
た
り
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
。

　
以
上
の
方
々
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
九
九
年
一
月
一
五
日
成
稿
・
六
月
二
〇
日
補
訂
）

註（
1
）
　
肥
後
和
男
「
宮
座
の
範
囲
と
種
類
」
、
『
宮
座
の
研
究
』
（
第
一
篇
第
一
章
）
、
弘
文
堂
書
房
、

　
　
一
九
四
一
年
所
収
。

（
2
）
　
本
稿
で
は
、
坂
田
聡
氏
が
あ
げ
た
家
産
・
家
名
・
安
定
的
な
夫
婦
家
族
・
安
定
的
な
屋
敷
地

　
　
の
四
点
を
、
と
り
あ
え
ず
「
家
」
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
し
て
お
く
（
坂
田
聡
「
中
世
村
落
の
家

　
　
と
構
造
」
、
同
『
日
本
中
世
の
氏
・
家
・
村
』
、
校
倉
書
房
、
一
九
九
七
年
所
収
）
。

（
3
）
　
前
掲
註
（
2
）
坂
田
著
書
、
及
び
大
島
真
理
夫
『
増
補
版
　
近
世
農
民
支
配
と
家
族
・
共
同

　
　
体
』
、
お
茶
の
水
書
房
、
一
九
九
三
年
。

（
4
）
　
通
常
で
も
中
近
世
移
行
期
と
は
一
七
世
紀
中
期
ま
で
を
含
意
す
る
も
の
と
思
う
が
、
こ
こ
で

　
　
は
村
落
財
政
及
び
村
落
内
身
分
に
関
す
る
段
階
的
な
時
期
区
分
を
念
頭
に
お
い
て
い
る
（
薗
部

　
　
「
中
世
村
落
の
諸
段
階
と
身
分
」
、
『
歴
史
学
研
究
』
六
五
｝
号
、
｝
九
九
三
年
）
。

（
5
）
　
前
掲
註
（
3
）
大
島
著
書
。

（
6
）
　
黒
田
俊
雄
「
中
世
の
村
落
と
座
」
、
同
『
日
本
中
世
封
建
制
論
』
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九

　
　
七
四
年
所
収
。

（
7
）
　
萩
原
龍
夫
『
中
世
祭
祀
組
織
の
研
究
』
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
二
年
。

（
8
）
　
安
藤
精
一
『
近
世
宮
座
の
史
的
研
究
』
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
〇
年
。

（
9
）
　
以
下
、
竜
門
惣
郷
に
直
接
関
係
す
る
文
献
に
つ
い
て
は
、
こ
の
竜
門
惣
郷
文
献
一
覧
か
ら

　
　
（
文
献
①
）
の
よ
う
に
示
す
。

（
1
0
）
　
上
田
家
文
書
は
、
「
史
料
吉
野
郡
竜
門
庄
『
座
』
関
係
文
書
（
吉
野
町
大
字
山
口
・
上
田
龍

　
　
司
家
蔵
）
」
（
文
献
⑫
『
奈
良
県
史
』
所
収
）
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
本
稿
で
同
文
書

　
　
（
既
翻
刻
分
）
を
示
す
場
合
に
は
こ
の
文
書
番
号
を
（
上
田
一
）
と
い
う
形
で
提
示
す
る
。
な

　
　
お
、
上
田
家
文
書
（
中
世
分
）
の
原
本
は
、
現
在
、
奈
良
国
立
博
物
館
に
寄
託
中
で
あ
る
。

（
1
1
）
享
保
一
二
年
二
月
山
口
村
小
物
成
妨
二
付
願
状
、
上
田
家
文
書
、
文
献
⑩
所
収
。

（
1
2
）
　
天
満
宮
に
関
し
て
は
、
「
天
満
宮
寺
元
方
、
天
満
安
室
（
庵
室
）
、
天
満
宮
牛
玉
、
宮
坊
主
」

　
　
（
上
田
二
二
）
と
い
う
よ
う
に
、
仏
教
と
強
く
習
合
し
て
い
る
点
も
見
逃
せ
な
い
。

（
1
3
）
　
『
大
和
志
』
（
日
本
輿
地
通
志
畿
内
部
巻
第
二
〇
・
大
和
国
之
一
〇
吉
野
郡
）
一
七
三
六
（
享

　
　
保
二
一
）
年
刊
、
一
九
八
七
年
、
臨
川
書
店
。

（
1
4
）
　
（
奈
良
県
吉
野
郡
川
上
村
東
川
）
運
川
寺
所
蔵
（
大
汝
宮
旧
蔵
）
大
般
若
経
第
六
〇
〇
巻
奥

　

書
・
一
四
二
四
（
応
永
三
一
）
年
、
文
献
⑪
所
収
。

（
1
5
）
　
「
大
和
国
三
昧
明
細
帳
」
（
天
保
一
四
年
～
弘
化
三
年
成
立
、
東
大
寺
大
勧
進
職
竜
松
院
旧
蔵

　

文
書
。
伊
藤
唯
真
「
新
出
の
三
一
昧
聖
由
緒
書
』
『
大
和
国
三
昧
明
細
帳
』
に
つ
い
て
」
、
『
鷹

　
　
陵
史
学
』
六
号
、
一
九
七
九
年
所
収
）
に
よ
る
と
、
近
世
の
吉
野
竜
門
地
域
に
は
次
の
二
つ
の

　

墓
郷
が
確
認
で
き
る
。

　
　
　
A
墓
郷
四
ヶ
村
一
上
市
村
・
飯
貝
村
・
丹
治
村
・
増
口
村
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小
田
又
七
郎
殿
御
代
官
所
・
上
市
村
本
清
寺
三
昧

　
　
　
B
墓
郷
七
ヶ
村
　
峰
寺
村
・
志
賀
村
・
さ
・
ら
村
・
平
尾
村
・
山
口
村
・
か
わ
ら
や
村
・
立

　
　
　

野
村

　
　
　

中
之
坊
左
近
殿
御
知
行
所
・
志
賀
村
本
清
寺
三
昧

　
　
こ
の
B
の
墓
郷
に
竜
門
七
郷
が
ほ
ぼ
合
致
し
て
い
る
。
宮
郷
と
墓
郷
と
の
関
係
は
い
ま
の
と
こ

　
　
ろ
不
明
で
あ
る
が
、
示
唆
的
な
事
例
と
し
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
以
上
の
墓
郷
に
つ
い
て

　
　
は
、
前
掲
伊
藤
論
文
な
ら
び
に
吉
井
敏
幸
「
大
和
地
方
に
お
け
る
惣
墓
」
（
『
中
世
社
会
と
墳

　

墓
』
、
名
著
出
版
、
一
九
九
三
年
所
収
）
を
参
照
の
こ
と
。

（
1
6
）
　
大
永
二
年
九
月
竜
門
荘
荘
民
等
起
請
文
、
談
山
神
社
文
書
二
四
六
号
、
『
談
山
神
社
文
書
』

　

所
収
。

（
1
7
）
　
文
献
⑧
は
「
竜
門
寺
川
」
と
す
る
が
、
こ
れ
は
竜
門
川
の
誤
記
で
あ
ろ
う
。

（
1
8
）
　
『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
2
9
　
奈
良
県
』
、
角
川
書
店
、
一
九
九
〇
年
。

（
1
9
）
　
名
主
身
分
、
百
姓
身
分
と
村
落
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
薗
部
「
中
世
前
期
の
百
姓
身
分
に

　
　
つ
い
て
」
（
『
日
本
史
学
集
録
』
二
〇
号
、
一
九
九
七
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
2
0
）
　
こ
の
点
に
つ
い
て
も
、
前
掲
註
（
1
9
）
薗
部
論
文
を
参
照
の
こ
と
。

（
2
1
）
　
前
掲
註
（
4
）
薗
部
論
文
。

（
2
2
）
　
従
来
の
研
究
で
は
、
約
六
〇
〇
人
の
名
が
み
え
る
と
あ
る
（
文
献
⑦
な
ど
）
が
、
入
衆
や
頭

　
　
人
と
し
て
再
出
す
る
者
の
重
複
を
除
く
と
、
本
稿
の
よ
う
に
お
よ
そ
四
七
九
人
に
整
理
で
き
る

　
　
（
村
落
集
団
の
勤
仕
も
含
む
）
。

（
2
3
）
　
大
頭
は
、
当
初
一
人
で
あ
っ
た
が
、
未
頭
衆
の
増
加
に
よ
り
、
＝
二
五
三
（
正
平
八
）
年
か

　
　
ら
約
三
〇
年
間
、
九
月
頭
と
十
一
月
頭
の
両
頭
制
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
九
月
頭
の
み
に
な

　
　
る
。
ま
た
＝
二
八
八
（
元
中
五
）
年
か
ら
殿
呼
称
の
頭
人
が
み
ら
れ
る
な
ど
の
変
化
も
あ
る
。

　
　
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
本
稿
で
は
と
り
あ
げ
な
い
。
以
上
の
点
に
つ
い
て
は
、
と
り
あ

　
　
え
ず
文
献
⑨
・
⑫
を
参
照
の
こ
と
。
た
だ
し
、
こ
の
変
化
に
対
す
る
朝
倉
氏
の
解
釈
に
つ
い
て

　
　
は
疑
義
が
あ
る
。

（
2
4
）
　
元
中
六
年
入
衆
エ
ノ
モ
ト
菊
女
、
同
七
年
入
衆
ト
モ
ヤ
菊
女
、
応
永
一
二
年
入
衆
セ
ウ
チ
藤

　
　
次
郎
子
息
女
、
正
長
元
年
九
月
頭
ニ
シ
タ
ニ
エ
ノ
モ
ト
愛
市
女
、
永
享
三
年
入
頭
清
太
郎
息

　

女
。
入
頭
は
入
衆
と
同
義
で
あ
ろ
う
。
明
確
に
女
子
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
も
の
の
み
を
こ
こ

　
　
に
あ
げ
た
が
、
幼
名
の
者
で
性
別
を
に
わ
か
に
確
定
で
き
な
い
も
の
も
こ
の
ほ
か
に
あ
る
。

（
2
5
）
　
南
と
い
う
地
名
は
、
香
東
南
・
山
口
南
・
西
谷
南
な
ど
の
可
能
性
が
あ
る
が
、
山
口
南
で
あ

　
　
る
と
推
測
し
た
。
な
お
、
一
四
九
四
（
明
応
三
）
年
及
び
明
応
六
年
条
に
ヤ
マ
ク
チ
ミ
ナ
ミ
助

　
　
次
郎
（
親
子
）
が
み
え
る
。
こ
の
助
次
郎
（
親
子
）
と
本
文
で
み
た
助
次
郎
親
子
と
の
関
係
は

　
　
不
明
で
あ
る
が
、
参
考
ま
で
に
指
摘
し
て
お
く
。

（
2
6
）
　
五
郎
四
郎
は
文
明
元
年
条
に
、
鶴
石
丸
は
文
明
二
年
条
に
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
前
後
の
関

　
　
係
か
ら
み
て
そ
れ
ぞ
れ
応
仁
二
年
、
文
明
元
年
の
誤
記
で
あ
る
。

（
2
7
）
　
朝
倉
氏
は
「
ヲ
リ
頭
」
に
「
降
り
頭
」
と
漢
字
を
宛
て
て
い
る
（
文
献
⑨
）
。

（
2
8
）
　
こ
の
時
期
、
各
地
の
宮
座
が
座
衆
の
家
継
承
者
に
対
し
て
諸
種
の
規
制
を
加
え
て
い
る
の

　

も
、
竜
門
惣
郷
と
同
様
な
事
態
の
あ
ら
わ
れ
と
い
え
よ
う
（
天
文
六
年
一
〇
月
近
江
国
南
谷
小

　
　
里
衆
中
定
書
、
八
幡
十
二
神
社
文
書
、
『
近
江
蒲
生
郡
志
』
六
、
二
七
三
頁
。
天
正
一
一
年
三

　

月
近
江
国
志
那
村
座
敷
掟
書
、
藤
田
文
書
、
『
日
本
思
想
大
系
中
世
政
治
社
会
思
想
下
』
、
二

　
　
〇
五
頁
。
慶
長
一
五
年
一
二
月
近
江
国
橋
本
南
北
両
村
定
書
、
橋
本
左
右
神
社
文
書
、
『
近
江

　

蒲
生
郡
志
』
六
、
三
七
七
頁
。
元
和
三
年
一
二
月
今
堀
郷
定
書
、
今
堀
日
吉
神
社
文
書
二
四
七

　

号
。
寛
永
八
年
九
月
河
内
国
葛
野
村
中
等
定
書
、
鬼
住
村
区
有
文
書
二
号
、
『
河
内
長
野
市

　

史
」
六
・
史
料
編
三
所
収
な
ど
）
。

（
2
9
）
　
な
お
、
一
六
世
紀
中
期
の
大
頭
入
衆
日
記
に
「
代
官
」
と
い
う
記
載
が
み
ら
れ
る
（
天
文
四
・

　
　
＝
二
年
条
）
。
こ
れ
を
朝
倉
氏
は
領
主
代
官
で
あ
る
多
武
峰
と
し
て
い
る
（
文
献
⑫
）
が
、
い

　
　
か
が
で
あ
ろ
う
か
。
大
頭
入
衆
日
記
に
み
え
る
代
官
は
、
頭
人
が
頭
役
を
勤
め
ら
れ
な
い
と
き

　
　
に
、
頭
人
の
子
息
な
ど
が
頭
人
に
か
わ
っ
て
頭
役
を
勤
め
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
3
0
）
　
前
掲
註
（
2
）
坂
田
著
書
。

（
3
1
）
　
た
だ
し
、
牧
は
こ
の
春
日
講
頭
集
会
衆
人
数
覚
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
牧
と
田
原
奥

　
　
は
、
春
日
講
で
は
な
く
別
の
講
集
団
を
結
成
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

（
3
2
）
　
入
座
者
を
増
や
す
必
要
が
あ
れ
ば
他
の
方
策
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
竜

　
　
門
惣
郷
及
び
座
衆
各
人
の
経
済
状
態
か
ら
困
難
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

（
3
3
）
　
大
頭
入
衆
日
記
（
第
一
冊
）
の
冒
頭
に
は
永
享
九
年
か
ら
永
享
一
二
年
の
記
事
が
あ
り
、
そ

　
　
の
後
に
正
中
二
年
か
ら
連
年
の
記
事
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
大
頭
入
衆
日
記
が

　
　
な
ん
ら
か
の
時
点
で
整
理
さ
れ
た
も
の
と
従
来
の
研
究
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
文
献
⑫
）
。

　
　
こ
の
冒
頭
の
永
享
一
一
年
条
に
は
「
衛
門
九
郎
ト
ノ
」
と
あ
る
。
こ
の
後
に
再
出
す
る
同
年
条

　
　
に
は
殿
記
載
は
な
い
。

（
3
4
）
　
朝
倉
氏
は
大
和
永
享
の
乱
の
影
響
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
（
文
献
⑨
）
。

（
3
5
）
　
前
掲
註
（
4
）
薗
部
論
文
、
及
び
薗
部
「
中
近
世
移
行
期
村
落
に
お
け
る
年
寄
衆
・
座
衆
身

　
　
分
の
意
義
ー
紀
伊
国
荒
川
荘
を
中
心
に
ー
」
（
『
米
沢
史
学
』
＝
号
、
一
九
九
五
年
）
。
他
地

　
　
域
の
事
例
と
し
て
は
、
一
五
五
六
（
弘
治
二
）
年
に
近
江
国
今
堀
郷
が
「
新
座
之
者
」
の
「
惣

　
　
拉
之
異
見
」
を
禁
制
し
て
い
る
の
も
、
新
座
衆
の
台
頭
を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
（
弘
治
二
年

　

今
堀
郷
定
書
、
今
堀
日
吉
神
社
文
書
五
号
、
『
今
堀
日
吉
神
社
文
書
集
成
』
所
収
）
。

（
3
6
）
　
寛
延
元
年
三
月
相
極
申
一
札
写
、
大
名
持
神
社
文
書
二
七
号
、
ネ
ガ
フ
ィ
ル
ム
六
巻
一
七
一

　
　
～
三
番
。

（
3
7
）
　
朝
倉
氏
は
、
ヲ
リ
コ
メ
を
頭
人
が
酵
出
す
る
も
の
と
し
て
い
る
（
文
献
⑨
）
が
、
誤
り
で
あ

　
　
る
。

（
3
8
）
　
文
安
二
年
は
、
大
門
坊
他
界
と
い
う
事
情
で
明
年
の
頭
人
藤
六
殿
が
に
わ
か
に
大
頭
を
勤
め

　
　
た
年
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
「
座
中
ノ
評
定
」
で
御
供
の
み
（
御
供
頭
）
で
済
ま
す
こ
と
に
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な
っ
た
。
し
か
し
「
如
形
ノ
ヲ
ヨ
リ
米
ア
リ
ニ
石
八
升
下
行
」
と
あ
る
。
こ
の
「
ヲ
ヨ
リ
米
」

　
　
は
ヲ
リ
コ
メ
・
下
行
米
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
御
供
頭
で
は
あ
る
が
、
特
別
な
事
情

　
　

な
の
で
通
例
通
り
ヲ
リ
コ
メ
が
頭
人
に
だ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
記
事
か
ら
も
、
通
常
の
大

　
　
頭
勤
仕
者
に
は
下
行
米
が
だ
さ
れ
て
い
た
と
い
う
慣
例
が
確
認
で
き
る
。

（
3
9
）
　
連
年
の
下
行
米
欠
如
の
最
中
、
一
五
七
三
（
天
正
元
）
年
条
だ
け
に
わ
ざ
わ
ざ
下
行
米
を
受

　
　
領
し
た
と
い
う
記
載
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
前
年
か
ら
の
下
行
米
欠
如
の
状
況
の
な
か
で
異
例
に

　
　
下
行
米
が
給
付
さ
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

（
4
0
）
　
前
掲
註
（
3
6
）
に
同
じ
。

（
4
1
）
　
前
掲
註
（
4
）
・
（
3
5
）
薗
部
論
文
。

（
4
2
）
　
寛
文
一
一
年
八
月
宮
移
之
能
桟
敷
郷
中
割
当
一
札
、
文
献
⑩
所
収
。
な
お
、
宮
郷
二
一
ヶ
村

　
　
の

構
成
は
、
表
1
の
ω
を
参
照
の
こ
と
。

（
4
3
）
　
寛
政
九
年
八
月
郷
中
衆
会
再
興
二
付
申
合
、
『
表
題
未
詳
冊
子
』
所
収
、
上
田
家
文
書
（
元

　
　
興
寺
文
化
財
研
究
所
所
蔵
写
真
版
）
二
〇
号
、
ネ
ガ
＝
二
六
～
一
八
五
番
。
こ
の
文
書
は
、
文

　
　
献
⑩
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。

（
4
4
）
　
前
掲
註
（
4
）
薗
部
論
文
な
ど
。

（
4
5
）
　
中
世
村
落
に
お
け
る
家
論
に
つ
い
て
は
、
前
掲
註
（
2
）
坂
田
著
書
を
代
表
的
な
成
果
と
し

　
　
て
あ
げ
て
お
き
た
い
。
な
お
、
坂
田
著
書
に
つ
い
て
は
、
薗
部
「
書
評
坂
田
聡
『
日
本
中
世

　
　
の
氏
・
家
・
村
』
」
（
『
歴
史
学
研
究
』
七
〇
〇
号
、
一
九
九
七
年
）
を
参
照
の
こ
と
。

（
4
6
）
　
「
ち
ょ
う
な
ん
【
長
男
】
」
、
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
（
縮
刷
版
）
七
、
小
学
館
、
一
九
八
〇
年

　
　
所
収
。

（
4
7
）
　
『
時
代
別
国
語
大
辞
典
室
町
時
代
編
三
』
（
三
省
堂
、
一
九
九
四
年
）
の
「
ち
や
う
な
ん

　
　
［
長
男
］
」
の
第
二
義
に
は
、
「
そ
の
類
の
中
で
、
年
長
の
男
」
と
し
て
、
永
禄
一
一
年
一
二
月

　
　
菅
浦
惣
中
定
書
（
菅
浦
文
書
九
二
五
号
、
『
菅
浦
文
書
』
所
収
）
の
例
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
4
8
）
　
天
文
九
年
三
月
新
宮
神
社
所
蔵
棟
札
（
『
近
江
栗
太
郡
志
』
四
、
一
四
二
頁
）
、
天
文
一
九
年

　
　
四
月
宮
村
長
男
衆
官
職
所
望
状
（
西
家
文
書
一
九
九
号
、
『
丹
波
国
山
国
荘
史
料
』
所
収
）
、
前

　
　
掲
註
（
4
7
）
永
禄
＝
年
菅
浦
惣
中
定
書
な
ど
。

（
4
9
）
　
原
田
敏
丸
「
村
落
自
治
の
伝
統
と
そ
の
変
質
」
、
同
『
近
世
村
落
の
経
済
と
社
会
』
、
山
川
出

　
　
版
社
、
一
九
八
三
年
所
収
。

（
5
0
）
　
前
掲
註
（
4
8
）
に
あ
げ
た
新
宮
神
社
に
伝
わ
る
寛
永
六
年
の
棟
札
に
も
「
時
ノ
長
男
」
と
い

　

う
表
記
が
み
え
る
（
『
近
江
栗
太
郡
志
」
四
、
一
四
三
頁
）
。
同
じ
近
江
国
栗
太
郡
、
日
吉
神
社

　
　
の
寛
永
一
九
年
二
月
及
び
寛
文
三
年
正
月
の
棟
札
に
、
「
時
ノ
長
衆
」
、
「
時
ノ
乙
名
衆
」
と
い

　

う
表
記
が
み
ら
れ
る
こ
と
も
参
考
に
な
ろ
う
（
同
書
三
五
一
頁
）
。

（
5
1
）
　
前
掲
註
（
2
）
坂
田
著
書
。

竜
門
惣
郷
文
献
一
覧

①

吉
田
東
伍
「
吉
野
郡
竜
門
」
、
『
大
日
本
地
名
辞
書
』
第
二
巻
、
冨
山
房
、
一
九
〇
〇
年
（
増
補

　
版
一
九
六
九
年
）

②

『奈
良
県
吉
野
郡
史
料
』
（
上
・
下
）
、
吉
野
郡
役
所
、
一
九
三
二
年
（
名
著
出
版
復
刻
、
一
九

　
七
一
年
）

③
『
奈
良
県
綜
合
文
化
調
査
報
告
書
』
（
吉
野
川
流
域
竜
門
地
域
）
、
奈
良
県
教
育
委
員
会
、
一
九

　

五
三
年

④
『
奈
良
県
綜
合
文
化
調
査
報
告
書
』
（
吉
野
川
流
域
）
、
奈
良
県
教
育
委
員
会
、
一
九
五
四
年

⑤
永
島
福
太
郎
「
公
事
家
考
」
『
史
学
雑
誌
』
⊥
△
二
編
三
号
、
一
九
五
四
年

⑥
永
島
福
太
郎
「
中
世
の
民
衆
」
、
『
中
世
の
民
衆
と
文
化
」
、
創
元
社
、
一
九
五
六
年

⑦

『吉
野
町
史
』
（
上
・
下
）
、
吉
野
町
、
一
九
七
二
年

⑧

高
牧
實
『
宮
座
と
祭
」
、
教
育
社
、
一
九
八
二
年

⑨

朝
倉
弘
「
大
頭
入
衆
日
記
考
」
、
『
奈
良
史
学
』
七
号
、
一
九
八
九
年

⑩
吉
井
敏
幸
「
竜
門
庄
と
庄
鎮
守
社
竜
門
大
宮
」
、
『
中
世
村
落
寺
社
の
研
究
調
査
報
告
書
』
、
元

　
興
寺
文
化
財
研
究
所
、
一
九
入
九
年
所
収

⑪
奈
良
県
教
育
委
員
会
編
『
奈
良
県
大
般
若
経
調
査
報
告
書
』
1
、
奈
良
県
教
育
委
員
会
、
一
九

　
九
二
年

⑫

朝
倉
弘
「
武
士
と
農
民
」
、
同
『
奈
良
県
史
』
（
第
＝
巻
大
和
武
士
）
、
名
著
出
版
、
一
九
九

　
三
年
所
収

（山
形
県
立
米
沢
女
子
短
期
大
学
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
共
同
研
究
員
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
九
九
年
五
月
七
日
　
審
査
終
了
受
理
）

23



Bulletin　of　the　National　Museum　of　Japanese　History

　　　　　　　　　　　　　　　　vol．83　March　2000

晦az●and　the　Family　in　Villages　in　the　Transition　Period　from　the　Middle

Ages　to　the　Early　Modem　Times：Focusingγ遠∫mθfo・170一畑η↓月γ〃moη・sogo

SoNoBE　Toshiki

This　paper　studies　the　relation　between　1η1夕aza　and　the　family　in　villages　in　the　transition　pe－

riod　from　the　middle　ages　to　the　early　modern　times（the　16th　c．　to　the　early　17th　c．）．It　fbcuses

on砂ロmo刀一s㎎ひyama古ひ刀o一加η∫（Ryumon　area，　Yoshino－cho，　Yoshino－gun，　Nara　pref．　at　pre－

sent）with　the　function　of、Rγα1ηo刀gαr7＞ηηコ∂ηgロ・0刀amαc加刀om∫ya）．　This　area　spread　from

砂αmo刀一∧偏刀a8叱）（westside，　the　basin　of　the　Ryumon　River）to　the　eastside（the　basin　of　the

Tsuburo　River）with　the　irrigation　of　the　Ogawa　River．

　　　The　descriptive　changes　iII　the　entries　to　the　1）a∫古α’1フis力αdiary（the　annu剖list　of古の∫刀and

∫ηS加）have　made　it　clear　that　by　the　middle　of　the　16th　century，　the　general　idea　of　family　had

been　introduced　into　1η∫yaza　of、Ryロη10刀一sogo．The　famny　concept　brought　in　was　originally　an

equal　norm　among　gathering　members．　Then　it　became　standardized　that　the　one　who　inherited

the　family　would　inherit　the　1η1〕閲zヨmembership，　and　m1蜴za　would　recognize　the　family　suc－

cession　of　the　members．

　　　At　the　same　time，　with　the　background　of　general　establishment　and　diffusion　of　the　family

concept，　the　new　class　members　hitherto　excluded　from　m1蜴za　became　in且uential．　The　momen－

tum　of　this　change　was　the　unstable　financial　conditions　of　soβo　and　the　family　corvee．　The　in－

troduction　of　the　family　concept　into　m1蜴za　as　a　result　transformed　1111〕昭za　itself．

　　　The　rise　of　the　new　sogo　m1蜴2a　members　actualized　the　individual　village　m1〕ぼz∂by

means　of　carrying　out　the　work　of　Rγロzηoηgロfestive　directorship　with　the　whole　village　corpo－

ratiol1（so亮皆イ古oη∂m∫）．　Making　the　order　of　the　local　turns　and　performing　the　directorship

with　local　corporation　gradually　inclined　one’s　mind　from　the、Ryα1ηo刀一soμ叱）m1蜴za　toward　the

individual　v沮ageη11蜴勿．Moreover，　with　the　dual　burden　of　sogo　festive　service　and　individual

vinage　festive　service，　the　villageπぱyaza　collected　the　festive　fbrces，　and　1ウμ1ηoη一s㎎01η1iアヨza

gradually　declined　in　power　in　modern　times．

　　　FinaUy　the　present　writer　points　out　that　it　is　important　to　grasp　the　situation　of　the　village

1ηゴyaza　as　its　membership　was　changing　from　a　position　in　a　village　to　the　social　status　of　a　fam－

ily．　To　understand　this　matter，　it　is　necessary　to　find　out　when　the　word“c加η∂η”changed　the

meaning　from“o；oηa（the　head　of　the　vnlage）”to“c加砲（the丘rst　son）”．　We　also　need　to

study　the　process　and　the　background　of　this　change．
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